
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／小森くづゆ




デザイン／百足屋ユウコ＋フクシマナオ（ムシカゴグラフィクス）




編集／庄司智







プロローグ







　俺の初恋はいとこの綺き麗れいなお姉さんだった。

　相あい丈じょう千ち鶴づる。彼女とその妹の舞まいはよく一緒に遊んでくれて、体の弱かった俺をいつも守ってくれた。

　チヅ姉ねぇのことは本当に好きだったけれど、小学生の頃に俺が引っ越しで地元を離れてしまい、結局告白のひとつもできずに別れてしまった。

　それから数年後──。




　──俺はチヅ姉の抱き枕にされていた。

「チヅ姉ー？」

「すぴー、すぴー」

　うーん、よく寝ている。

　寝坊したチヅ姉を起こそうとして逆にベッドに引きずり込まれ早三十分。

「チヅ姉、起きて」

「んん～彰あきら君、もう食べられないよ～」

　チヅ姉は寝言を言いながら体をすり寄せてくる。

　彼女のパジャマが俺の肘に引っかかり、プチンッ！

　パジャマのボタンが弾はじけ、胸元から谷間が丸見えになる。

「チヅ姉！」

　慌てて大声を上げるがチヅ姉はまだ起きない。

「ううん！」

　それどころか抗議するように布団を蹴っ飛ばす。

　布団が床に舞い落ち、まっすぐ伸びた彼女の生脚が露わになる。

「……！」

　短いパジャマのズボンから覗く白い太ももに、俺は思わずドキッとさせられる。

　相変わらず寝ぼけたチヅ姉は高校生男子には目の毒だ。

　しかもそのまま脚を絡ませて、ますます密着してくるし。

　これ以上は俺が耐えられそうにない。

　こうなったら少々強引にでも起こすしか……！

「チヅ……」

「彰。姉さん起こすのにいつまでかかってるの？」

　その時、部屋のドアが開いて舞が現れた。
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「……」

　舞はベッドの上で抱き合う俺たちを見て途端に目を細める。

　その視線の鋭さはまさに氷の刃。冷ややかな殺意で背筋が震えた。

「待ってくれ舞、落ち着け」

「遺言はそれでいいの？」

「話を聞いてくれ」

　時間を稼ぎながら命乞いのセリフを考える──と、そこでついにチヅ姉が起きた。

「ふわぁ……んー、どうしたのふたりとも？」

　チヅ姉は寝ぼけ眼まなこを擦りながら俺たちの顔を見比べる。

「彰が寝てる姉さんにいやらしいことしてたわ」

「誤解だ」

　俺は事の経緯を説明する。

　話を聞いたチヅ姉は「なんだー」と言ってあくびをひとつ。

「そんなのいつものことじゃない」

「でも姉さん」

「まあまあ」

　まだ納得いかなそうな舞をチヅ姉が宥なだめる。

「彰君は私のお世話係なんだし、これくらい別にいいよ」

「……姉さんは彰に甘いんだから」

「甘やかしてもらってるのは私だよ～」

　そう言ってチヅ姉はふにゃっと笑う。

　と、そこで彼女のお腹なかがぐぅぐぅ鳴った。

「彰君、朝ご飯何？」

「もうお昼だよ」

　俺が訂正すると、チヅ姉は今度は恥ずかしそうに頰を赤らめる。

　それを見て俺も仕方ないなぁと笑い返す。




　再会して、ちょっとだらしなくなっていた初恋の人。

　そんな彼女のお世話をするのが、今の俺の日常だった。





第一章







『次は木き鈴すず町一丁目ー。次は木鈴町一丁目ー』

　高校入学を目前に控えた春休み。俺は親の海外転勤を機に生まれ故郷の名な妻づま市木鈴町に戻ってきた。

「この辺はあまり変わらないな」

　木鈴駅からバスで二十分。降りた停留所の周囲には田畑と民家しかない。

　記憶と違いがあるとすれば、バスの窓からコンビニが見えたことくらい。

　昔はコンビニすらなかった。

　そう考えたら少しは便利になったのか。

「彰あきら？」

　俺が懐かしさに浸っていると、誰かに声をかけられた。

　振り向くと、スラッと姿勢のよい少女がひとり立っていた。

　目つきは悪いが容姿は格段に整っていて、思わず気後れを覚えるほどの美人だ。

　ところでなぜ彼女が俺の名を？

　そこまで考えたところで、ようやく「あっ」と気づく。

「もしかして、舞まいか？」

「正解」

　久々に会ったいとこの舞は淡々と頷うなずく。

「久しぶり」

「そうね」

　懐かしさを嚙かみ締しめる俺に対して素っ気ない返事だ。

「じゃあ案内するからついてきて」

「あっ！　ちょっと待ってくれ」

　舞がさっさと行ってしまうので、俺は慌ててバッグを担いで追いかけた。

「引っ越しのトラックはもう来てるから。着いたら荷物を確認して」

「分かった」

　それにしても舞は印象が変わった。

　子供の頃はもっと勝ち気で男勝りな女の子だった気がする。

　それがこんなクールな美人に育つとは、世の中不思議なこともあるものだ。

「……私の顔に何かついてる？」

　じろじろ見ていたのがバレたらしく、舞がやや不機嫌そうな顔をする。

「いや、舞は美人になったなと思って」

「いとこにお世辞？」

「素直な感想」

「はぁ……そういう変に直球なところ昔から変わらないわね」

　舞は肩を竦すくめ、苦笑するように微ほほ笑えむ。

　硬かった態度がようやく緩んだ気がした。

「彰こそ、高校生になってちょっとかっこよくなったんじゃない？」

「そうか？」

「少なくとも泣き虫彰にはもう見えないかな」

　泣き虫彰というのは昔の渾あだ名なだ。

　体の小さかった俺は同級生によく泣かされていた。

「彰ってば学校から帰ってくる度に姉さんに慰められてたわよね」

「……半分は舞の無茶な遊びにつき合わされて泣いてたと思うんだが」

「そうだったかしら？」

　舞は笑って首を傾かしげる。

　その微笑には、かつての男勝りな女の子の面影が垣かい間ま見みえた。

「そうだっただろ」

　それから俺たちは歩きながら昔話に花を咲かせる。
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　話す内に再会の緊張はすっかり解けて、自然とお互いに笑えるようになっていた。

「……！」

　やがて庭先に引っ越しのトラックが停とまった家が見えてくる。

　その二階建ての一軒家を見上げると、かつての思い出が胸中に溢あふれかえった。

「どうぞ」

　相あい丈じょう家の庭先のフェンス扉を開きながら舞が言う。

「あっ」

　と、その動きが途中で止まった。

「違ったわ」

　何が違うのだろうか？

　俺が首を傾げていると、舞がこちらを振り返る。

「おかえり、彰」

　それは数年ぶりの帰郷に対する挨拶のようでもあり、これからはこの家の一員だと認めてくれたようにも感じられた。

「ん。ただいま」

　舞の言葉を嚙み締めながら小さく頷き、俺は彼女と一緒に家の中に入る。

　俺の荷物は一階廊下の突き当たりの部屋に運び込まれていた。

「元は物置だから。彰の好きに使っていいって、母さんが」

「分かった。ありがとう」

　あとで叔母さんが帰ってきたらお礼を言わないと。

　それから業者の人と荷物の確認を済ませ、いよいよ荷に解ほどき──と思ったのだが。

「スマン。ちょっとトイレ」

　急に催してしまい、俺は慌てて立ち上がる。

「トイレは階段の」

「大丈夫だ。場所は覚えてる」

「なら先に段ボール開けておくわね」

「スマン」

　俺は舞にもう一度断りを入れてからトイレへ向かう。

　急いで戻るために、そのままノックもせずに扉を開け──

「……え？」

　──パンツを下ろした女性と目が合った。

「……キャアアア！」

　数瞬の硬直の後、先に動いたのは女性の方だった。

　彼女は逃げようとして、脱ぎかけのパンツを足首に引っ掛けて盛大にすっ転ぶ。

「うわっ！」

　トイレの扉の前にいた俺は倒れ込む女性に巻き込まれ、そのまま仰向けに倒れた。

「イテテ、テッ!?」

　打った後頭部を押さえて目を開けると、なぜか女性のお尻が目の前に!?

　物理法則をどういじくったらそんな転び方ができるのか分からない──分からないが、この奇き蹟せき的なドジっぷりには見覚え、いや、身に覚えがあった。

「もしかして……チヅ姉ねぇ？」

「え？」

　四よつん這ばいのまま逃げようとしていたチヅ姉は、困惑気味に声を上げてこちらを振り返った。





△






　その後、悲鳴を聞きつけた舞に首根っこを摑つかまれ、俺はリビング刑場へ連行された。

「彰。弁解は？」

「ない」

　俺は額を床に擦こすりつけながら全面的に非を認める。

「完全に俺の不注意だった。申し開きのしようもない」

「そう。なら判決は死刑。断頭式舞スペシャルを喰くらわせてやるわ」

「聞くからに恐ろしい響きだが仕方ない」

「待って待って！」

　断頭式舞スペシャルが執行される寸前、チヅ姉の声が割って入る。

「私は大丈夫だから。そんな怖いことしないで」

「でも」

「ほら、私も鍵かけ忘れちゃったし。舞ちゃんも許してあげて」

「……姉さんがそう言うなら」

　渋々という声で舞が頷く気配がする。

「彰君、顔を上げて」

　チヅ姉の許可が下り、俺は顔を上げる。

　数年ぶりに再会したチヅ姉は予想以上に綺き麗れいになっていた。

　舞がクール系なら、彼女はゆるふわ系だろうか。

　だがどうしても気になる点が一点。

「チヅ姉、それ部屋着？」

「え？　うん」

　当然のように頷くチヅ姉の部屋着は大きめのシャツ一枚。

　裾は膝上まであって確かに全部隠れることは隠れているのだが……目のやり場に困る。

　それに襟元も伸びきってダルダルで肩までズリ下がりそうだ。

　あとブラの肩かた紐ひもがチラチラ見えてるし。

　と、そこで俺の視線に気づいたのか、彼女は頰を赤らめる。

「ごめんね。寝グセ直す暇なくて」

　そっちじゃない。

　いや、寝そグっセちも寝そグっセちで気にはなってたが。

「姉さん、私家を出る前に起こしたわよね？」

「あ、あはは、それがお布団の誘惑に勝てなくて～」

　つまり昼過ぎまで寝てたのか。

　昔お世話になった憧れのお姉さん像がガラガラと音を立てて崩れていく。

　……。

　……。

　…………ん、よし。吞のみ込こんだ。

「チヅ姉、遅くなったけど久しぶり」

「う、うん。彰君も久しぶりだね」

　チヅ姉は頷くが、ちょっと笑顔がぎこちない。

　それになんか冷や汗も搔かいてるような？

「チヅ姉大丈夫？　具合悪い？」

「えっ!?　ううん！　そんなことないよ!?」

「けどこんなに汗が」

「こ、これはっ、その、違くて」

　チヅ姉はなぜか胸を押さえて荒い呼吸をする。

「実は家族以外の人と話すのが久しぶりで、緊張で動どう悸きと息切れが……」

「あ……あ、そう」

　もしかしてチヅ姉しばらく家から出てない？

　いや、でも彼女の職業を考えたらあり得ない話でもないのか？

「でも……本当に久しぶりだね彰君。元気だった？」

　しばらくして息を整えたチヅ姉が改めて話しかけてくれた。

「うん。有り余ってるくらいだ」

「あはは、すっかり声変わりしたんだね。男の子っぽい」

　楽しげにチヅ姉は笑う。

　それはまるで花の蕾つぼみが綻ぶようで。

　俺の記憶の中の彼女と同じ笑い方だった。

「……！」

　ようやく俺の中で彼女の『らしさ』が一致する。

　なんだか安心した。

「チヅ姉は変わらないな」

「えぇーそ、そう？　卒業してからお腹なかとかヤバいよ」

　チヅ姉はそう言って自分のお腹を撫なでる。

「……」

　確かに少しお肉がついてるようだ。

　別に太ってるわけじゃないから気にするほどでもないと思うが。

「もっもう！　彰君見すぎ！」

　ついジッと見ていたら、チヅ姉が両手でお腹を隠してしまう。

「あっ、ごめっ！」

「ううん、別にいいんだけ、どっ!?」

　その時、後あと退ずさったチヅ姉が床に落ちていた靴下を踏んづけた。

「チヅ姉！」

　慌てて手を伸ばし、その腕を摑む。

　だが踏ん張ることができず、そのまま一緒に転んでしまう。

「痛……くない？」

　それどころか妙に柔らかい物に包まれているような？

　目を開けると、そこは肌色だった。

　というか視界が全体的に狭い。

　目の前は肌色だが、左右は白い。白いのは……布？

「んんん？」

　そこではたと気づく。

　どうやら俺はチヅ姉のシャツに頭ごと突っ込んだらしい。

　そりゃブカブカのシャツを着てたけど……何でこうなった!?

「彰、首を出しなさい」

　あまりに不可解な出来事にフリーズしていると、舞の冷たい声が頭上から降ってきた。

　それが「シャツから顔を出せ」という意味だけでないのは、シャツ越しでも感じる殺気からもヒシヒシと伝わってくる。

「……了解した」

　俺は断頭式舞スペシャルを受ける覚悟を決めた。





△






　首に湿布を貼って荷解きを片づけた頃、ちょうど叔母さんが仕事から帰ってきた。

「まあ彰君、無事に着いたのね。よかったわ～」

　叔母さん──父の妹にあたる柳りゅう子こさんは、女手ひとつで姉妹を育ててきた人だ。

　地元の商社でバリバリ働き、去年部長になったと聞いている。

　昔から快活な女性で、甥おいとはいえ俺のことも実の子供のように面倒を見てくれた。

　俺が日本に残ることができたのも、彼女がふたつ返事で預かるのを承知してくれたからだ。

「それじゃあ彰君の引っ越し祝いと歓迎会しないとね」

　というわけで、今日の夕飯はお寿す司しになった。

「カァーッ！　仕事終わりはやっぱこれよね～！」

　叔母さんはビールを一気に飲み干すと、気きっ風ぷのいい笑顔を俺に向ける。

「アハハ、それにしても彰君本当に大きくなったわね～」

「去年は十センチ伸びました」

「成長期ー。すっかり男の子らしくなっちゃって。ね？　チヅ」

「もむっ!?」

　話を振られたチヅ姉は口にお寿司を詰めながら頷く。

「う、うん。わたふもそう思ふ」

「ちゃんと飲み込んでから話しなさい」

「……ゴクンッ。だってお寿司とか久しぶりなんだもん」

「チヅの方が年上なんだから少しはしっかりしなさい」

　叔母さんは苦笑いしながら肩を竦める。

「彰君も驚いたでしょ。この子ったらすっかりだらしなくなっちゃって」

「いえ、その……」

「ちょっ、お母さんやめてよー」

　困り顔のチヅ姉の頭をペシペシする叔母さん。

　何と答えていいか分からず俺は返答に困った。

「……（もぐもぐ）」

　一方の舞は黙々とお寿司を食べている。

　だがこちらの話には耳を傾けているようだ。

　昔も何度か夕飯を一緒にしたことはあったが、あの頃とは少し違う空気感。

　前は舞が騒いで、俺がおかずを取られて、チヅ姉が窘たしなめる感じだった。

　でも、今の空気も嫌いじゃない。

　家族の団だん欒らんって感じがして好きだ。

「けど彰君がウチに来てくれて助かったわ～」

「そうですか？」

　お世話になるのは俺の方だが、助かるとはどういうことだろう？

　俺が軽く疑問符を浮かべると、叔母さんは笑いながら説明する。

「ほらウチって女所帯でしょ？　私も普段は帰りが遅いし、娘たちだけだと心配でね」

「なるほど」

　最近は田舎も物騒と聞くし、その通りかもしれない。

　俺が頷いていると、叔母さんはまた苦笑いをする。

「特にウチは長女がこんなんだからね～」

「うぅ、今日のお母さん厳しくない？」

「でも姉さんはもう少しちゃんとすべきだわ」

「舞ちゃんまで～」

　チヅ姉は肩身が狭そうに縮こまっている。

「暇ならバイトでも始めたらどう？　少しは生活習慣も改善されるでしょ」

「ひっ暇じゃないもーん！　今はジューデン期間だもーん」

　続く叔母さんの追及にチヅ姉は慌てたように答える。

　だがあまり効果はなかったようで、叔母さんはジト目気味。

「それ、二年前からずっと同じこと言ってない？」

「ななっ何のこと？　ごちそうさまー！」

　形勢不利と見たのか、チヅ姉はなるべく沢山お寿司を口に詰め込むと、大慌てでリビングを出ていった。

「私もごちそうさま」

　マイペースに食べていた舞も食器を片づけて食卓をあとにする。

「彰君の歓迎会なのにしょうがない子たちね」

　ふたりが出ていったドアを見ながら叔母さんがため息をつく。

「ごめんねー彰君、礼儀のなってない子たちで。誰に似たのかしら」

「いえ、ふたりともやることがあると思うので」

「舞はともかくチヅにはないのよねぇ」

「……あの、叔母さん」

「何？」

「チヅ姉って小説家なんですよね？」

　さすがに少し気になって俺は叔母さんに尋ねる。

　チヅ姉が賞を獲とって小説家になったという話を父づてに聞いたのは三年前だ。

　現役女子高生作家ということで、当時は大きなニュースにもなったのを覚えてる。

　彼女のデビュー作は沢山売れて、その後ドラマや映画にもなったし、この前再放送だってやっていた。

　だから俺はてっきり今もチヅ姉は小説家なのだと思っていたのだが……。

「んー」

　叔母さんは言葉を探すように天井を見つめる。

「まーそう言えなくなくもないみたいな？」

　そうして叔母さんの口から出てきたのは、なんとも曖昧な言葉だった。

　俺がさらに視線で問うと、叔母さんは観念するように肩を竦める。

「あの子、デビュー作以降は何も書いてないのよ」

「……！」

　あまり予想していなかった返事に一瞬言葉を失う。

「本人は充電中とか言ってるけど、もう二年以上何も書いてないの」

「そうなんですか？」

「たまーに書こうとはしてるみたいだけどね」

　叔母さんは空き缶をテーブルの上に並べながらポツポツと話す。

「外にも出ないし、今じゃほとんど自宅警備員みたいなもんよ。まあ、まだ印税とか入ってきてくれてるみたいだし、本人が辞めない内は好きにさせてるけど」

　と、そこで叔母さんは少し申し訳なさそうに俺と目を合わせる。

「もしかして新作楽しみにしてた？　彰君って本読む子？」

「いえ、小説はチヅ姉のくらいしか読んでませんけど……」

「じゃあ、チヅのこと心配してくれてたのね」

　ありがとう、と叔母さんは微笑む。

「まあね……私も悪かったなとは思ってるの……仕事仕事であの頃のチヅのことちゃんと見てなかったかも……もっと私がケアしてあげられてたら……」

　コンッコンッと空き缶同士がぶつかる音がする。

　空き缶をイジり回しながら、叔母さんは訥とつ々とつとここ数年のことを話し続けた。

　酔って口が軽くなっているのかもしれない。

　お陰でチヅ姉のこともだいぶ分かった。

　華々しい世間の評価の裏で、彼女にどんな苦悩があったのかも。

　そして、それを聞いたからには俺のすべきことは決まっていた。

「なら、俺が手伝います」

　俺がそう言うと、叔母さんはポカンとした顔をした。

「手伝うって……何を？」

「俺が──」
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　次の日。

　今日は駅前で新生活に必要な物を買い足す予定だった。

　だがその予定は後日に後回しだ。

　それよりも今日は──

「──チヅ姉、おはよう！」

「わひゃあ!?」

　朝の挨拶とともに部屋に入ると、チヅ姉は驚いてベッドから転がり落ちた。

「……ごめん。ノックを忘れた」

「いいけど、別に」

　チヅ姉は起き上がってベッドに座り直す。

　寝ていたわけではなく、昨日からずっと起きていたらしい。

「それで？　朝からいきなりどうしたの？」

「実は……」

　事情を話そうとして、ふと部屋の惨状が目に入る。

　そこかしこに散乱するゴミ。

　脱ぎ散らかされた服に下着。

　床に積まれた本の山。

　あとよく分からない物が沢山。

　まさに惨状と呼ぶに相応ふさわしい有り様だが──だからこそやり甲が斐いがあるというもの。

「今からこの部屋を掃除する」

「え……ええぇ!?　ななな何で!?　何で!?」

　チヅ姉は一拍置いて素っ頓狂な悲鳴を上げる。

「それは俺がチヅ姉のお世話係になったから」

「お世話係!?　何それ!?」

「姉さん、どうしたの？」

　チヅ姉の悲鳴が聞こえたのか、部屋のドアから舞が顔を覗のぞかせた。

「舞ちゃ～ん。あのね、彰君がね、私の部屋の掃除をするって言うの！」

「掃除は私もした方がいいと思うけど……何で彰が？」

　舞は俺に怪け訝げんな視線を向けてくる。

「彰、説明して」

「それは……」

「私が頼んだのよ」

「お母さん!?」

　俺が口を開こうとしたところで今度は叔母さんが現れる。

「お母さん、どういうことなの？」

　叔母さんが来たので、舞は改めてそちらに尋ねた。

「そのまんまの意味よ。彰君って家事得意らしいし」

「大得意です」

　これはウソじゃない。

　昔から親の帰りが遅かったので自然と身についた。

「ほら、ウチってみーんな家事苦手でしょ？　そしたら彰君ができるっていうから、私の帰りが遅い日はお願いしようって話になったの」

「で、でも私のお世話係って？」

「そりゃチヅが一番ズボラだからよ」

「うっ！」

　鋭い指摘にチヅ姉が怯ひるむ。

「けどお母さん、彰も男よ？」

　そこへ舞の援護射撃。

　男を女の部屋に入れていいのかという抗議だが、それにも叔母さんは涼しい顔で肩を竦める。

「なら舞が家事してくれるの？　ウチの洗濯機と電子レンジ壊したの誰だっけ？」

「む……」

「チヅも文句言うんなら、これから毎日自分で部屋の掃除する？」

「う……」

「私も仕事でクタクタになって帰ってきたあと家事するの大変だし、彰君が手伝ってくれるなら助かるのよねぇ～」

　最後のは完全にとどめの一言だった。

　これを言われてしまってはふたりとも押し黙るしかない。

「それじゃあそういうことだから。彰君よろしくね」

「はい！」

　叔母さんに肩を叩たたかれ、俺は気合いを入れて返事する。

　こうして俺は相丈家の家事担当兼チヅ姉のお世話係となったのだった。
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「じゃあ今日は遅くなるから。チヅのことよろしくね、彰あきら君」

「はい。いってらっしゃい」

　朝八時、玄関で叔母さんを見送り、俺はその足で二階へ向かう。

「チヅ姉ねぇ？」

　ノックするが返事がない。

　しばらく待って部屋に入ると、チヅ姉はベッドで寝ていた。

「チヅ姉、朝だよ」

「んんー」

　軽く布団の上から揺さぶるが、なかなか起きてくれない。

「チヅ……」

「んんっんみゃー！」

「！」

　寝ぼけたチヅ姉に奇襲され、俺はベッドに引きずり込まれる。

「むぐぅ」

　ヘッドロックのように頭を固定されて抜け出せない。

　痛くはないが、苦しい。

　原因は俺の口と鼻を塞ぐチヅ姉の胸。

「ふがふが」

　呼吸しようとすると柔らかいお肉が口を塞いでくる。

　まるで肉まんを口に押しつけられてるような状態だ。

「んー！」

　もちろん齧かぶりつくわけにはいかず、俺は手探りでチヅ姉の額をペチペチ叩たたく。

　チヅ姉起きて……柔やわ……苦くる……ふかふか……。

「んん、ふぁあ～」

　危うくふかふかに殺されそうだったが、俺が酸欠で気を失う前にチヅ姉は目を覚ましてくれた。

「キャッ！　彰君!?」

「……おはようチヅ姉」

　俺は動揺を隠しつつ立ち上がり、部屋のカーテンを開ける。

「ギャー！　目がー！」

　朝あさ陽ひを浴びて悲鳴を上げるチヅ姉。

「もう八時過ぎてるよ。起きて」

「え～？　二時間しか寝てないのに～」

「夜更かしのしすぎ。ほらほら、朝ご飯できてるから」

「むぅー」

　手を叩いて急せかすと、チヅ姉は渋々とベッドから出てきた。

　それで一階に行こうとするが、寝不足のせいか足下がフラフラしてる。

　なんだか危なっかしいので、俺はチヅ姉と一緒に階段を下りた。

「あっ、先に顔洗わないと」

　そのままリビングに行こうとする彼女を呼び止める。

「面倒～。いいよ、いつもテキトーだし」

　しかし、チヅ姉は顔を洗うのを嫌がる。

「ダメ。洗面所行くよ」

「えー」

　俺はチヅ姉の手を引き洗面所へ移動する。

「ほら」

「う～、そんなに言うなら彰君がやってよ～」

　寝ぼけてるのかよっぽど面倒なのか、チヅ姉は不満そうにそう言った。

「分かった」

「え？」

「チヅ姉の洗顔剤どれ？」

「……それ」

「これだね」

　俺は頷うなずき、まずは洗面台にあったヘアゴムでチヅ姉の髪をまとめた。

　それからぬるま湯で洗顔剤を泡立てる。

「あ、彰君？」

「目つむって」

「はい……」

　恐る恐る目を閉じたチヅ姉の顔に泡を盛っていく。

「泡は自分で流せる？」

「う、うん」

　四十秒経たったところでチヅ姉に泡を流してもらい、最後にタオルで濡ぬれた顔をやさしく拭いてあげた。

「スッキリした？」

「したけど……え？　お世話係ってここまでするの？」

「するよ。チヅ姉のためなら何でもする」

「……何でも？」

「何でも」

　俺は重ねて頷く。

「はい。拭き終わったから、朝ご飯食べよう」

「……うん」

　それからふたりで朝ご飯を食べ、俺は次の家事に取りかかる。

　朝のゴミ捨て、洗濯、掃除に洗い物。

　叔母さんには程々でいいと言われているが、やるからには隅々までやりたくなるのが人情だ。

「……」

　そんな家中を忙せわしなく歩き回る俺を、チヅ姉はリビングのソファからぼんやりと見ていた。ちなみにまだパジャマだ。

「チヅ姉、何か用？」

　あんまり見てくるので、俺は洗い物の手を一度止める。

「え？」

「ずっと見てるから」

「べ、別に～」

　チヅ姉は目を泳がせる。

　もしかして警戒されてる？

　洗顔の時にベタベタ触りすぎたかな。

　やっぱりいとことはいえ、男の俺にお世話されるのは気になるものなのか。

　しかし、今後お世話係を続ける上で信頼関係は必須。

　となると、まずはチヅ姉の懐に入るところからか。

　ふむ……。

「そうだ。チヅ姉プリン食べる？」

「えっ!?」

　プリンという単語に食いつくチヅ姉。

「昔から好きだったよね、プリン」

「うんうん。でも、お母さん最近あんまり買ってきてくれないんだよ～」

　チヅ姉は不満そうに唇を尖とがらせる。

「それで彰君が買ってきてくれるの？」

「いや、このあと暇だし、棚にプリンの素があったから作るよ」

「えぇー!?　プリンまで作れるの!?」

　チヅ姉は目を輝かせ、ソファの背から身を乗り出す。

「生クリームとサクランボもあるし、それも載せよっか」

「わあぁ～！」

　それを聞いてチヅ姉の頰がますます緩む。

「どれくらいで作れるの？」

「冷やして固めるのは一時間くらいで足りるかな」

「わ～楽しみ～……ハッ!?」

　ニコニコしていたチヅ姉が急にハッとした顔をする。

「だ、騙だまされないよ彰君！」

「騙す？」

「お世話係とか言って、私を真人間に戻せとかってお母さんに頼まれたんでしょ!?」

　チヅ姉はドラマの探偵みたいにビシィと俺を指差す。

　ああ、もしかして俺と叔母さんが共謀して、チヅ姉の更生計画を立ててると考えたのかな？

「いや？」

　でも普通に違うので首を横に振った。

「……違うの？」

「別に俺はチヅ姉に真人間になって欲しいわけじゃないよ」

　俺は苦笑し、残りの洗い物を再開する。

「やけに警戒してたのってそれ？」

「だって……でもじゃあ何で？」

「チヅ姉には昔お世話になったから」

　最後のお皿を洗い、俺は手を拭いてプリンを作る準備を始める。

「俺はただ昔の恩を返してるだけだよ」

「……私、彰君のお世話なんてしたっけ？」

　いまいちピンと来てないようで、チヅ姉は首を傾かしげている。

　覚えてない……いや、単に気にも留めてないだけか。

　それくらい自然に、恩に着せるつもりもなく、彼女は俺にやさしくしてくれた。

　だからこそ俺は彼女に恩を返したいのだ。

「まあまあ、俺のことは気にしなくていいから。何か困ったことがあったら、何でも言ってよ」

「そんな何でもって簡単に言うけど、本当に何でもしてくれるの？」

「もちろん、まあ金銭的に厳しいことはもちろんあるけど」

　まだ怪け訝げんな顔をするチヅ姉に俺は首肯する。

「でも、家事全般と肉体労働なら任せてよ」

「ふぅん……そこまで言うならテストしてあげる」

「テスト？」

「そう！　彰君が私のお世話係に相応ふさわしいかどうか！」

　チヅ姉はソファの上に仁王立ちする。

「そんなところで立つと危ないよ」

「あっごめんなさい……じゃなくて！」

　俺が注意するとチヅ姉は素直にソファから下りたが、すぐにブンブン腕を振って話を元に戻す。

「昨日はお母さんもいて押し切られちゃったけど、私はまだ認めてないんだから。もし彰君が私を満足させることができなかったら、お世話係は諦めてもらいます」

「……！」

　確かに昨日から話を強引に進めすぎたかもしれない。

　しっかりとチヅ姉のお世話がしたければ、まずは彼女の信頼を勝ち取るべきだったようだ。

「うん、分かった。プリンでご機嫌を取ろうなんて俺が浅はかだったよ」

「あ、待って。プリンは食べたい」

　俺がプリン作りの手を止めるのをチヅ姉が止めてくる。

「じゃあ、プリン食べてからにする？」

「うん」

「あ、でもプリンは三時のおやつのつもりだったんだけど……」

「えぇーすぐ食べたい～」

「ダメだよ。お昼前に」

「むぅー……じゃあ、テストはおやつのあとにします」

　いきなりグダグダだけど……大丈夫だろうか？
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「というわけでテストします」

　リビングのソファに座ったチヅ姉は腕組みしながら仰々しく告げた。

　プリンの容器の後片付けを済ませた俺はローテーブルを挟んで対面に正座するが、ふとチヅ姉の頰に白いものがくっついてるのを見つける。

「チヅ姉生クリームついてる」

「え？」

「動かないで」

　俺はローテーブル越しにティッシュでチヅ姉の頰を拭う。

「はい、取れたよ」

「ありがとう……」

　若干気まずそうにチヅ姉はお礼を言ったあと、こほんっと咳せき払ばらいする。

「言っておくけど、相手が彰君でも容赦しないからね？」

「分かった」

　一体どんなテストを出されるのだろうか？

　やや緊張しながら俺が待ち構えていると、チヅ姉は背中に隠していたフリップをデンッとローテーブルに置いた。

「それじゃあまずは私の好きなものクイーズ！」

「……？」

「私のお世話をするって言うなら、好きなものくらい知ってないとね」

　見ればフリップには『私の好きなお酒の銘柄は？』と書かれている。

「不正がないように答えは裏に書いてあるから」

「なるほど」

　プリンを作ってる間に二階で何かしてると思っていたが、これを用意してたのか。

「フッフッフ、でもこれは最初から難しすぎたかなー？　彰君、私がお酒飲めるの知らないもんね」

「氷帝ピーチ果汁７パーセント」

「え？」

「氷帝ピーチ果汁７パーセント」

　俺が繰り返し答えると、あからさまにチヅ姉は狼狽うろたえる。

「なな何で知ってるのぉ!?　昨日は飲んでないのに!?」

「いや、今朝のゴミ捨ての時に大量に空き缶があったから」

　叔母さんはビール党だし、それ以外の空き缶はチヅ姉のだと思った。

「うぅ、正解」

　チヅ姉はフリップを裏返しながら正解を告げる。

「でもまだ一問目だもんね！　はい二問目、私の好きな動物は!?」

「猫。昔から好きだよね」

「せーいーかーいー」

　即答するとチヅ姉はヤケクソ気味に叫んだ。

　全部で二十問ほど出題されたが、どれも俺の知っていることばかりだった。

　どうやら一問目で不正解にする気満々で、二問目以降は適当に書いたみたいだ……まあ、二十問も考えるの大変だしね。

「ぜ、全問正解……」

　最後のフリップを裏返し、チヅ姉は呻うめくように言った。

「これで認めてくれた？」

「ま、まだまだぁ！」

　チヅ姉はウガーッと両拳を天に突き上げる。

「テストはこれからだよ彰君！　私みたいなダメ人間のお世話がいかに大変か思い知らせてあげるから！」

　開き直るように宣言し、チヅ姉はその後も様々な方法で俺をテストした。

　一ヵ月前の失うせ物ものを探させたり、時間制限つきのお遣いをさせたり、神社のおみくじで大吉を引いてくるように言ったり、まあ本当にいろいろ。

　で、結果は。

「もー何で全部できちゃうのー。おみくじとか運ゲーなのにー」

　チヅ姉はソファに突っ伏してぼやいている。

「チヅ姉、次は？」

「もうネタ切れだよぉ！　神社まで歩いて疲れたしぃ！」

　そう言うチヅ姉の額には玉のような汗が浮かんでいる。

　さっきも帰り道の途中で息切れしていたし、一日分の体力をすでに使い切ってしまったようだ。

「舞まいが帰ってくる前にシャワー浴びてくる？　俺も夕ご飯作らなきゃだし」

　もうお開きかなと思って俺は控えめに尋ねる。

「……こうなったら」

「チヅ姉？」

「彰君！」

　ソファに突っ伏していたチヅ姉が突然顔を上げる。

「今から一緒におっおふっおふふっ」

「おふ？」

　俺がオウム返しすると、チヅ姉は耳まで真っ赤にして叫んだ。

「私と一緒にお風呂入って！」

「……え？」

　今何て？

「だから！　お風呂のお世話！　して！」

「ええぇ!?」

　ななななぜ何で急にそんな話に!?

「い、いや、いくら何でもそれは……」

　俺がやんわり断ろうとすると、チヅ姉は真っ赤な顔のままフフンッと勝ち誇る。

「そっかぁー、お世話ができないならこの勝負は私の勝ちだね」

　いつの間に勝負に……。

「……！」

　まさかこれもテストなのか？

　だとしても、初恋の人とお風呂なんて……あまりにハードルが高い。

　男子高校生なんてエロの権化と思われるだろうが、こんな状況に陥ったら大概の人間は尻込みする。慣れているなら別だろうが、少なくとも俺はそうだ。

　おそらくチヅ姉も分かっていて無理難題を吹っかけているのだろう。

　正直、俺も今すぐ降参したい気持ちでいっぱいだ。

　だが……しかし……。

「……分かった。やるよ」

「えぇ!?」

　覚悟を決めて俺が答えると、今度はチヅ姉が驚きの声を上げる。

「男の俺がチヅ姉のお世話をする以上、どんな状況でも平静を保つのは絶対条件。これは俺の理性を試すテストだよね」

「え、うん？　そうだね？」

「チヅ姉に認めてもらうためなら、これくらい乗り越えてみせるよ」

　こうして俺は本日最大の試練に挑むことになったのだった。







　さすがに全裸は倫理的にマズいということで水着を着ることにした。

「……！」

　部屋で水着に着替えて浴室に入ると、いきなり衝撃が俺を襲う。

　チヅ姉がスクール水着を着ていた。

「んんんっ！」

　拳で心臓を叩き、動揺を殺す。

「あ、彰君!?」

「何でもないよ」

　落ち着け。開幕のジャブで轟ごう沈ちんする気か。

　努めて平静を保ちつつ、俺は呼吸を整える。

「……ところで、何でスクール水着なの？」

「お腹なか隠せる水着がこれしかなくて」

「お腹？」

　つい視線を誘導されて見てしまうが……むちっとしていた。

「もう！　あんまり見ないでよぉ！」

「ご、ごめん！」

　チヅ姉は両手でお腹を隠し、俺は謝罪する。

　一瞬コミカルな空気が流れる。

　だが段々とお互い黙だんまりとして、妙な雰囲気になってしまう。

　なんだか浴室が狭く感じた。

　そのせいでやけに体の距離が近い。

　それに湿気があるからか、呼吸音も湿って響いて……。

「……時間もないし、シャワーでいい？」

「う、うん！」

　沈黙に耐えきれずに俺が切り出すと、チヅ姉も食い気味に頷く。

　俺はシャワーを温水になるまで調節し、ゆっくりチヅ姉の脚にかけ始める。

「んっ」

「ごめん。冷たかった？」

「ううん。驚いただけ」

「そう……」

「うん……」

　変な空気だ……！

　いや、負けるな俺。これはテストだ……集中集中。

　俺は何度も自分に言い聞かせながら、ひと通りチヅ姉の汗を流す。

「次は軽く髪洗うから、椅子座って」

　チヅ姉は俺の指示に従って椅子に腰かけ、後頭部をこちらに向ける。

「じゃあ、洗うよ」

「……」

　無言で頷くチヅ姉。

　それを肯定と受け取って、俺はシャンプーを開始する。

　しばらく髪を洗う音だけが浴室に響いた。

「かゆいところある？」

　途中でそれっぽいことも聞いてみたが首を横に振られた。

「流すね」

　チヅ姉が頷くのを見てからシャワーで泡を流し、シャンプーは終わり。

　まあここまでは楽な方だ。

　本番はここから。

　俺は次にボディーソープを手に取り、スポンジで泡立てた。

「腕からやるね」

「う、うん……」

　頷くチヅ姉の耳裏はやっぱり赤かった。

　俺は後ろから彼女の腕を持ち上げ、肩から洗い始める。

　そのまま両腕と、それから背中も洗い終えた……あとは。

「ま……前はいいよね？」

「そ、そうだね！　水着着てるし！」

　念のため俺が確認すると、チヅ姉も上擦った声で答える。

　最大の危険地帯はお互いの合意によって回避された。

　あとは……脚か。

　さすがに脚は後ろからは洗えず、俺はチヅ姉の前に回り込む。

　ここを乗り越えれば終わりだ。

　早く終わらせるために、俺は早速洗おうとするが……。

「チヅ姉、脚開いてもらっていい？」

「えっ!?」

「洗えないから」

　チヅ姉は両脚をピタッと閉じてしまっている。

　これでは内股が洗えない。

「わ、分かったよ……」

　了解しながらも、チヅ姉はなかなか動いてくれなかった。

　だがやがて観念したように、ゆっくりと脚を開いて……。

「んんんっ！」

　背中側から見るのとは破壊力が違った。

　それに恥ずかしがるチヅ姉の表情が普段より色っぽくて、こちらの平常心が揺さぶられる……まさに試練！

　俺は意を決してスポンジをチヅ姉の内股に当てた。

「あっ！」

　チヅ姉の甘い声が聞こえるが……堪える！

　しかし、もう煩悩に負けそうだ。

　頭がクラクラしてくる。

　さっきからずっと浴室にチヅ姉の匂いが充満してるし。

　もはや我慢比べだ。

　俺とチヅ姉の意地の張り合い……先に音ねを上げた方が負ける。

「アキッ、彰く……ん！　だめっ！」

　その時、急にチヅ姉がくすぐったそうな、甘ったるい声を漏らす。

「そこは敏感だからぁ！」

「え？　うわぁ！」

　突然、チヅ姉が椅子から滑り落ちる。

　どんがらがっしゃんと盛大な音を立て、彼女の体が俺の上に覆おおい被かぶさる。

「痛たた……!?」

　さらに泡で体が滑ったのか何なのか分からないが、気づけばチヅ姉の太ももに顔を挟まれていた。

　視界ドアップに映る紺色のお尻に、頭のどこかがプッツンする。

「チ、チヅ姉……」

「……」

　返事がない。気絶しているようだ。

　俺も頭に血がのぼりすぎて熱中症みたいになってる。

　とても今すぐには立ち上がれそうにない。

　こうして俺の理性を試すテストは両者ダウンという形で幕を閉じた。

　その後、陸上部の練習から帰ってきた舞に見つかり、ふたり揃そろってこっぴどく𠮟られたのは言うまでもない。
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　あのお風呂の試練から一週間近く経たった。

　さすがにテスト直後はお互い気まずかったが、春休みで舞まいも昼間は部活ということもあり、引き続き俺がチヅ姉ねぇのお世話を焼いていた。

　チヅ姉も最初は警戒態勢だったが、徐々に徐々にお世話される便利さに抗あらがえなくなってきたようで、最近は流されるままに身の回りのことをやらせてくれるようになってきた。

　その結果──

「ん～気持ちいい～」

「あっ、危ないから動かないで」

　──俺はリビングのソファでチヅ姉に耳みみ搔かきをしていた。

「はい、終わったよ」

「ありがと～」

「ついでに爪も切ろうか？」

「いいの？　おねがーい」

　耳搔きをしまって次は爪切りを取ってきて、俺はチヅ姉の前に正座する。

　彼女の足を膝に敷いたティッシュの上に置き、パチッパチッパチッ。

　短く切きり揃そろえたら、最後にヤスリで仕上げをする。

「んふふ、くすぐったい」

「ヤスリってなんかこそばゆいよね」

「そうなんだよね。爪って固いのに不思議ー」

　軽い雑談をしながら爪の形を整え終わる。

「はい。できたよ」

　俺は爪と削りカスをティッシュにまとめてゴミ箱に捨てにいく。

「彰あきら君って器用だね～。私じゃこんな綺き麗れいにできないよ……って、ちっがーう！」

「？」

　ソファで自分の爪を眺めていたチヅ姉が急に叫んだ。

「違うって何が？」

「この状況だよ！」

　さらに叫んで、チヅ姉は頭を抱える。

「気づいたら彰君に身み繕づくろいまで全部お任せしちゃってたんだけど!?」

「まあ、そうだね」

「耳搔きに爪切りに、暇があれば肩も腰も揉もんでくれるし！　お風呂上がりには髪拭いてドライヤーかけて、寝る前にはパックまでしてくれるって何なの!?」

「昨日は歯磨きせずに寝ようとしたから代わりに磨いてあげたね」

「やりすぎぃ！　お母さんだってこんなに私を甘やかさないよ!?」

「叔母さん結構厳しいもんね」

「そういうことじゃなくてぇ！」

　チヅ姉は慄おののくように自分の肩を抱く。

「何でもするって、まさかここまでするとは思わなかった」

「そうかな？　まだまだだと思うけど」

「まだまだって……これ以上何するの？」

「とりあえず、足ツボとフェイスマッサージは勉強中」

「サービスの塊かよぉ……」

　ついにチヅ姉はガクリと肩を落とす。

「あっ、そろそろスーパーのタイムセールだから行かなくちゃ」

　俺は時計を見て外出の準備を始める。

「今日はチヅ姉の好きなブリ大根だよ」

「食べ物の好みまで把握されてるしぃ……」

　もはやソファに横たわりながらチヅ姉は呻うめき声を上げる。

「このままじゃ彰君がいなきゃ生きられない体にされそう」

「それは……」

　ちょっといいなと思ったが口には出さないでおいた。

　と、話している間にタイムセールの時間が迫っていた！

「それじゃ行ってくるから。何かあったら電話して」

「……うん」

　チヅ姉は小さく手を振って見送ってくれた。

　だが俺がリビングを出た直後、

「私なんかのためになぁ……」

　と、呟つぶやく声が聞こえた。







　さっきのチヅ姉の呟きは何だろう？

　無事にブリを買い、スーパーからの帰り道を歩きながら俺は考え事をしていた。

　最近はチヅ姉もお世話されるのに慣れてきてくれたと思っていたけど、もしかして勘違いだったのだろうか？

　やっぱり男にお世話されるなんて嫌なんだろうか？

　しかし、これは俺の直感なのだが、チヅ姉のあれは「拒否」じゃない気がする。

　どちらかというと……「遠慮」だと思う。

　それはそれで理解できる感情だ。

　俺だってチヅ姉や舞に身の回りの全部をお世話されたら、嬉うれしいと思う反面申し訳ないとも感じるだろう。

　チヅ姉が感じているのはそういう後ろめたさだろうか？

　けどそれも少し違うような気がする。

　話はもっと根深い問題なんじゃないだろうか？

「……あ」

　考え事をしていたら頰に冷たいものを感じた。

　空を見上げれば遠くに分厚い雲が見える。どうやら遠くで降ってる雨が風で運ばれてきたようだ。

「ヤバッ」

　俺は慌てて買い物袋を揺らして走り出す。

　帰宅後に見た天気予報によると、今夜は雷雨になるらしかった。





△






　ドオォォォォン!!

「!?」

　深夜、大きな雷の音で叩たたき起おこされた。

　どうやら近くの木にでも落ちたようだ。

　それはいいのだが、驚きですっかり目が冴さえてしまった。

　暇潰しに本でも読もうか、なんて考えていると。

「彰君」

「……？」

　チヅ姉の声？

「彰君～起きてる～？」

　最初は気のせいかと思ったが続けて廊下から声が聞こえてくる。

「起きてるよ」

　返事しつつ、こんな時間に何の用だろうと首を傾かしげる。

　とりあえずベッドから下りた俺は、部屋のドアを開けにいく。

「チヅ姉？」

「あ、彰君……」

　ドアの外にはパジャマを着て枕を抱いたチヅ姉が立っていた。

「どうしたの？」

「えっと……あのね」

　チヅ姉が何か言おうとした時、再び落雷があった。

「キャア！」

「！」

　突然、チヅ姉が俺の胸に飛び込んできた。

「な、何!?」

「ヤダヤダヤダ！　雷ヤダ！」

　子供っぽい悲鳴を上げながらチヅ姉は肩を震わせている。

「……もしかして、雷が怖いの？」

　チヅ姉は俺の腕の中で何度も頷うなずく。

「彰君は怖くないの？」

「いや、まあ……」

「だって子供の頃はあんなに」

　そういえば昔はよく一緒に雷に震えていた。

　俺はもう大丈夫になったが、チヅ姉は今でも苦手なようだ。

「あ、あのね……」

「……」

　チヅ姉は何か言いたそうだが、言うのを躊躇ためらっている雰囲気だった。

　とはいえ、チヅ姉が今望むことなんてバレバレだ。

　それは向こうも承知だろうに……それでも彼女は言うのを躊ちゅう躇ちょしていた。

　その様子を見て俺はあることを確信する。

　が、今は。

「怖いなら、一緒に寝る？」

「……うん」

　俺から尋ねると、チヅ姉はホッとした様子で頷いた。







　あれからずっと雷は鳴り続けている。

「……」

「……」

　狭いベッドの中、俺とチヅ姉は背中合わせに眠っていた。

　いや、ずっと起きていたから、単に横になっていたというのが正しいか。

　そりゃそうだ。お風呂の時と同じでこんなの心臓が保たない。

　ただでさえドキドキしっぱなしなのに、彼女から伝わる体温で余計に熱が上がる。

　このままじゃとても朝まで眠れそうにない。

「チヅ姉、まだ起きてる？」

「……うん」

　背中を向けたまま尋ねるとすぐ返事があった。

「雷、やまないね」

「……うん」

「眠れそう？」

「……無理」

　よほど雷が怖いのか、チヅ姉の声はいつもより弱々しかった。

　それがやけに湿っぽい空気を布団の中に醸成する。

　会話というコミュニケーションにおいて、空気感というのはとても大事だ。

　電気を消した暗い室内。低めのテンション。こういう雰囲気だから話せるということもある。

「あのさ、ひとつ訊きいていい？」

「……何？」

「チヅ姉はもう小説を書かないの？」

「！」

　その言葉に、チヅ姉が体を強こわ張ばらせたのが伝わってきた。

「チヅ姉の小説、俺も読んだよ。おもしろかった」

　気の利いた言い回しなどできないので、俺は素直な言葉で感想を伝える。

「それは…………」

　チヅ姉は何か言いかけるが、続く言葉はなかなか出てこなかった。

「うん」

　ただ俺は相あい槌づちだけ打った。

　話は聞いてるよと伝え、でも彼女を急せかさないように。

　そうして……三十分ほど経っただろうか。

「彰君は、私に小説書いて欲しい？」

　チヅ姉は逆に質問を返してきた。

「チヅ姉が書きたいなら書いて欲しい」

　俺は短くそう答えると、苦笑いされた。

「それじゃ私、一生書かないよ。ダメ人間だし」

「もしそうなったら、それでもいいよ」

「え？」

「書きたくなった時に書いたらいいと思う」

「……」

「チヅ姉が他のことに煩わされないように、身の回りのことは全部俺がやるから。だからチヅ姉は自分が一番幸せになれることをして」

　俺がそう言うと、チヅ姉が動く気配がした。

　起きるのかなと思ったら──後ろから彼女に抱きつかれた。

「チヅ姉？」

「……そこまでする価値なんて、私にはないと思うよ」

　俺の背中に顔を埋うずめながら泣きそうな声でそう言われた。

「偶然一作目が当たっただけで、私なんてたいした人間じゃないし。彰君の貴重な時間を潰すことなんてないと思う」

「……」

　再会した時から、チヅ姉の言葉の端々に自己評価の極端な低さは薄々感じていたが、今のでそれが確信に変わった。

「チヅ姉ってさ、実はこっちから言わなきゃ何にも頼まないよね」

　便利さに流されてお世話を受け入れることはあっても、自分からあれしてこれしてとは一度も言わなかった。

　唯一の例外があの無理難題のテストの数々だ。

　あれもたぶん、俺に迷惑をかけまいとお世話係を辞めさせようとしたのだろう。

　本当にやさしい。

　それだけは今も昔も変わってない。

「覚えてる？　子供の頃の俺は泣き虫で、よく学校でいじめられてチヅ姉に慰めてもらってたでしょ？」

「え？　う、うん……」

「俺はあの頃の恩を返してるだけだから」

「……そんなの、子供の頃の話だよ。それに私そんなつもりじゃ」

「いいんだよ」

　俺は抱きつくチヅ姉の手を握って想おもいを伝える。

「昔チヅ姉は沢山人にやさしくしたんだから、その分やさしくされる権利があるんだよ」

　そう言って俺は自分を卑下する彼女の言葉を否定する。

「だからもっともっと頼ってくれていいから。もし本当に一生書けなかったとしても、将来的には俺が頑張って稼いでチヅ姉を養うよ」

「……うぇっ!?」

　その時、それまでと湿度の違う驚きの声が聞こえる。

「あ、彰君今のってプ、プロポ」

「……あ」

　しまった。勢いでつい変なことまで口走ってしまった。

「いやあの、今のは文字通りチヅ姉の生活費も稼いであげるって意味であって、決してプロポーズとかいう意味じゃ……！」

「……ぷっ。あはは！　そんなの分かってるよーもーやだなー」

　振り返って慌てて訂正する俺がよほど変な顔だったのか、チヅ姉は噴き出して笑い出す。

「そんな慌てなくてもいいのに。逆に傷ついちゃうなー私」

「ご、ごめん！」

「もう、だからいいんだってば」

　チヅ姉はまだクスクスと笑っている。

　空気が弛し緩かんし、さっきまでの湿っぽい雰囲気もどこへやら。

　そういえば窓に打ちつける雨音も弱くなり、雷も遠くへ行ったようだ。

「チヅ姉、雷も聞こえないしもう部屋戻る？」

「……ううん、いい」

　そう言ってチヅ姉はもたれかかるように背中に抱きついてくる。

「お言葉に甘えて、今日はこのまま眠らせて」





[image: ]





第四章







「彰あきら君、もうすぐ入学式だね～」

「もうすぐっていうか明日だね」

「もう明日か～。あっ！　そこそこ～」

「ここだね」

　明日の入学式の話をしながら、俺はチヅ姉ねぇの腰を揉もんでいた。

「彰君ってマッサージも上う手まいよね～」

「本とか動画見て勉強したから」

　座布団の上でうつ伏せになったチヅ姉の腰に、覚え立てのマッサージを施していく。

　ていうかチヅ姉の腰固ッ。

「チヅ姉の腰ガチガチになってるよ」

「えー運動不足かな？」

「それもだけど、椅子に座りすぎだと思う」

　雷の夜以降、チヅ姉は自室でパソコンに向かうことが増えた。

　また何か書き始めようとしているのかもしれない。

　まあ、猫の動画を見てることも多いけど。

　少しずつでも前に進んでるならいいことだ。

　俺もそんなチヅ姉を全力でお世話しないと。

「気持ちい～」

　気持ちよさそうな声がチヅ姉の口から漏れる。

　チヅ姉が喜んでくれるのは嬉うれしい。

　それはもちろんやり甲が斐いがあっていいのだが……。

「あんっ！」

　時々、色っぽい声が混ざるのは心臓に悪い。

　お風呂上がりでただでさえいい匂いがしてクラクラするのに。

　捲めくったパジャマから覗のぞく素肌にもドキリとする。

　特に背骨のラインが思いのほか……。

「彰君？」

「……！」

　手が止まっていたようで、チヅ姉が不思議そうにこちらを振り返る。

「そっ、そういえばチヅ姉！　最近お腹なかが痛いって言ってなかった？」

　俺は慌てて話題を逸そらす。

「あ、うん。なーんか脇腹が変な感じで」

「もし内臓が悪いなら足ツボが効くみたいだよ」

「足ツボ？」

「ツボも少し勉強したんだ。試す？」

「へぇーすごーい。ならお願いしちゃおっかな」

　なんとか誤魔化せた。

　舞まいが風呂中で助かった。

　彼女がいたら俺の挙動不審に絶対気づいたと思う。

　まあ誤魔化したと言っても、ツボの勉強をしてるのは本当だ。

　俺は体の向きを反対に入れ替えて、チヅ姉の太ももの上に軽く座る。

「はい」

　チヅ姉は俺がツボを押しやすいように膝を曲げる。

　お風呂を出たばかりの足裏は少しふやけて柔らかかった。

　そのことにまたドキッとするが、冷静に指でツボの位置を確認する。

「じゃあ、痛かったら言って」

「はーい」

　よし。

　俺は指に力を入れてツボを押す。

　すると。

「痛っっったぁーい！」

　尻尾を踏まれた猫のような悲鳴が上がった。

「チヅ姉!?」

「待ってお願い許して助けてごめんなさーい！」

「うわっ！」

　すぐに手を離そうとしたが、その前に悶もん絶ぜつするチヅ姉の上から振り落とされる。

「ってて……はぅ!?」

　そして、気がつくとなぜかチヅ姉の体の下に潜り込んでいた。

　しかも目の前にはピンクの下着。

　どうやら暴れた際にパジャマがズレたらしい。

「チヅ姉早くどいて……」

　俺は急いでチヅ姉にどいてもらおうとしたが──

「どうしたの姉さん!?」

　──それよりも早く悲鳴を聞きつけた舞がリビングに駆け込んできた。

「ま、舞!?」

　しかも舞は全裸で頭にシャンプーの泡までつけていた。

　どうやら体も拭かずに風呂場からすっ飛んできたらしい。

「彰!?　姉さんに何したの!?」

「先に前を隠せ！」

　俺は両手で顔を覆いながら叫ぶが、陸上で引き締まった肢体の隅々までばっちり網膜に焼きついてしまった。

「舞ちゃん、私は大丈夫だから！」

　チヅ姉も俺の上からどきながら舞の誤解を解こうとする。

「本当に？」

「ホントホント！　足ツボを押してもらって、私が大おお袈げ裟さに痛がっちゃっただけだから」

「……そう」

　チヅ姉の説明に、舞もいちおう納得してくれたようだ。

「でも、あんまり紛らわしい大声を出さないで」

「う、うん」

「あとシャンプー使いすぎ」

「はい……」

「洗ったあとの泡もちゃんとシャワーで流して」

「ごめんなさい……」

　気づいたら舞の怒りの矛先がチヅ姉に向いていた。

　彼女の言ってることは正しいと思うが、どんどん声が小さく縮こまっていくチヅ姉をこのまま放っておくのも忍びない。

「……舞、早く風呂に戻らないと湯冷めするぞ？」

　俺は横から助け船を出す。

「明日は入学式だし風邪でも引いたら……」

「彰に言われなくても分かってるわ」

　舞は俺の声をピシャリと遮る。

　見えてないのに彼女の氷のような眼まな差ざしが目に浮かぶようだ。

「……ふんっ」

　不機嫌そうに鼻を鳴らす音が聞こえ、それから濡ぬれた足音が遠ざかっていく。

「……舞、行った？」

「行ったよ」

　ようやく安あん堵どして俺は顔から両手を離す。

　隣を見ると、弱り顔のチヅ姉と目が合った。

「……怒られちゃったね」

「だね。あと痛くしてごめん」

「ううん、大丈夫」

　チヅ姉は気にしないでと首を振ったあと、今度は心配そうな表情を浮かべる。

「もしかして彰君と舞ちゃんって喧けん嘩かしてる？」

「いや、してないと思うんだけど……」

　実際、喧嘩をした覚えはない。

　だがしかし、最近の舞の俺に対する当たりがキツいのは確かだ。

　さっきも途中で話を遮られたし、視線も五割増しで冷たい。

　何かしてしまったなら謝りたいが、何度も言うようにまったく身に覚えがなかった。

　そもそも春休み中はチヅ姉のお世話にかまけて、舞とはあまり話す時間もなかったのだ……だから余計に彼女が何に怒ってるのか分からないとも言えるが。

「彰君と舞ちゃんって同じ高校だよね？」

「うん」

「……大丈夫？」

「……たぶん」





△






　そんなわけで翌日、俺と舞は地元の古こ雅が高校に入学したのだが。

「……同じクラスだな」

「……そうね」

　舞はクラス分けの掲示板を睨にらみつけ、にこりともしていなかった。

　さらに入学式を終えて教室に移動すると、席まで隣同士だった。

「……」

「……」

　これが二週間、いや、一週間前なら喜べただろう。

　しかし今は胃痛の種にしかならない。本当に参った。

　通路を挟んでの隣同士なので、班分けは別々になるのが幸い……なのだろうか？

　そもそも舞は何がそんなに気に入らないんだろう？

　昨夜チヅ姉に話した内容もすっとぼけたわけではなく、本当に何の心当たりもないのだ。心当たりがないのでは謝りようもない。

「よっ、何ぼーっとしてんの？」

「……？」

　ふと肩を叩たたかれて振り向くと、人懐こい笑みを浮かべた男子が立っていた。

「俺、北ほう条じょう結ゆう城き。よろしく」

「あっ……俺は栗生くりゅう彰。よろしく」

　一瞬反応が遅れてしまったが、なんとか挨拶を返す。

　どうやら彼はクラスメイトに片っ端から声をかけているらしく、ひとりでぼーっとしていた俺にも話しかけてくれたようだ。

「栗生って何なに中ちゅうだった？」

「えっと、実は最近こっちに引っ越してきたんだ」

「前はどこ住んでたん？」

「東京の方」

「へぇー！　いいなー。あっ、彰って呼んでいいか？」

「じゃあ俺も結城で」

　結城は気さくで話しやすい奴やつだった。

　担任の教師が教室に戻ってくるまで、俺は彼と談笑した。

「んじゃ、今度一緒に遊ぼうな」

「ああ」

　俺は頷うなずいて、自分の席へ戻っていく結城を見送る。

　全員が席に着いたところで教師から、明日以降の授業の説明が始まった……が、退屈だったので俺は隣の舞のことをチラッと盗み見た。

「……」

　舞は前を見て教師の話を静かに聞いている。

　一度たりともこちらを気にする素振りなど見せない。

　それどころか朝から俺と目を合わせてもくれなかった。

　やがて教師の話も終わり、昼前には下校時間になった。

　当然だが帰り道も舞と一緒だ。

「……」

「……」

　舞は俺より少し前を歩いていて、全然後ろを振り返らない。

　よく考えたら彼女とふたりになるのは、引っ越し当日に迎えに来てくれた時以来だ。

　でも、あの時も彼女は俺を待たずに歩き出してしまったが、少なくとも会話はあった。

　今はまるで話すことそのものを拒絶されてる気分だ。

　しかし、このままじゃいけないと思う。

「舞」

　俺は舞の手首を摑つかみ、彼女を引き留める。

「……何？」

　怖ッ！

　眼光が鋭すぎる。もう殺意が宿ってないか？

「えっと……」

　何でそんな態度なのか問い詰めたかったが……これは無理。

「……今日のお昼、肉と魚どっちがいい？」

「肉」

　即答して俺の手を振りほどくと、舞はスタスタと先に行ってしまった。





△






　そんなこんなで一週間。舞からは相変わらず距離を置かれている。

　家でも学校でも彼女とは必要最低限しか会話せず、態度もずっと素っ気ないままだ。

　しかも……時々、あの物もの凄すごい目で睨まれることがある。

　特に家でチヅ姉のお世話をしてる時に多い気がした。

「彰？　どうしたボーッとして？」

「いや……」

　昼休み。一緒に弁当を食べていた結城に尋ねられ、俺は首を横に振る。

　その時チラッと隣の席を見るが、舞は不在だ。

　彼女は休み時間や昼休みになるとよくどこかへ行ってしまう。

　そのせいで余計に話す機会が減ってしまっている気がする……一体どこで何をしているのだろうか？

「なあ、彰って相あい丈じょうさんと同どう棲せいしてるって本当か？」

「んんっ!?」

　舞のことを考えて悶々としていた俺は、結城からの唐突な質問にむせて牛乳を吹いた。

「誰がそんなこと言ってるんだ？」

　俺は袖で口を拭きながら尋ね返す。

「隣のクラスの沖おき田た。彰が相丈さん家ちに入るの見たって」

「あー……なるほど」

　その沖田君が元々舞の家を知っているなら、俺が相丈家に入っていくのを見て不思議に思うのも仕方ないか。

「同棲じゃなくて居候。いとこなんだ」

　とはいえ、同棲という言い方は誤解を招くので訂正。

「へぇー、いとこかー」

「……本当だからな？」

「ああ、うん。別に疑ってるわけじゃないから」

　結城は弁当を搔かき込こみながら頷く。

「でもそっか。彰も大変だな」

「大変？」

「相丈さんモテるから」

「……！」

　舞がモテると聞いて俺は一瞬箸を止める。

「変な奴に因縁つけられないように気をつけろよ」

「……ちなみにモテるってどのくらいモテるんだ？」

「確か、もう二桁かな？」

「二桁？」

「彼女にフラれた男子の数」

「えっ!?」

　俺が驚くと、結城は軽く肩を竦すくめる。

「ちなみに上級生含む数な。今も誰かに呼び出されてるんじゃない？」

「……そうだったのか」

　よくいなくなるとは思っていたが、そういう事情だったとは。

「でもまだ入学して一週間だぞ。何でそんなことに？」

「ほら、相丈さんスポーツ特待だろ？　春休み中も部活来てたから、上級生の間でも噂うわさ広まってたみたいでさ」

　古雅高校は部活動に力を入れている。

　よって陸上部以外にも春休み中に練習していた部活は多く、その分舞のことを見かけた生徒も多かったようだ。

「あんな美人がグラウンド走ってたら、そりゃ注目浴びるわな」

「そう、だな」

　俺は頷く。

「ところで……！」

　もっと結城に話を聞こうとしたが、そこで舞が教室に戻ってきた。

「……」

　舞は無言のまま自分の席に座り、昼食を食べ始める。

　さすがに本人が隣にいる状態でこれ以上彼女の話は聞けない。

「そういや駅前のさー」

　結城もそう思ったのか話題を変えた。

　やがて昼休みは終わり、午後の授業が始まる。

「えぇーではここの現代語訳を、相丈さん」

「はい」

　古典の教師に指名され、舞が立ち上がる。

「朝露の──」

「……」

　手にしたノートに目を落とし、静かに唇を動かす舞。

　無意識に耳に髪をかける彼女の横顔は、実際惚ほれ惚ぼれするほどの美人だった。

　結城の言う通り、こんな女子がグラウンドで汗を流して走っていたら、その姿に見惚れてしまうのも仕方ない気がする。

「はい。いいですよ」

　指定された範囲を訳し終え、舞は席に座る。

　と、彼女が何か書いて折り畳んだ紙をこちらに投げてきた。

『ジロジロ見るな』

　もう一度チラッと横を見ると睨み返された。

　そんなに怒らなくても……。

「……」

　その後はおとなしく前だけ見て授業を受けた。







　放課後。俺は教室で少し時間を潰していた。

「あれ？　彰まだ帰らねーの？」

「スーパーのタイムセールまで時間あるんだ」

「あーそゆこと。暇ならゲーセンでも誘おうと思ったのに」

「悪い。また今度な」

　教室から去る結城に手を振って見送る。

「今日は鮭さけのムニエルにでもするかな」

　俺はスマホでネットのレシピなどを眺めていた。

　最近はチヅ姉のために料理のレパートリーも増やしている。

　以前は親の帰りが遅いから仕方なくやっていたが、最近は家事も楽しくなってきた。

　やっぱり何のためにやるかっていうのは重要だ。

　……さて、そろそろスーパー行くか。

　俺はスマホをしまい、鞄かばんを持って教室を出る。

「ん？」

　昇降口を出たところで俺は足を止めた。

　舞だ。

　運動着を着た彼女が校舎裏へ消えていった。

　グラウンドを見てみると、陸上部らしき人たちがそこら辺に座って休んでいる。

　どうやら部活の休憩時間のようだが、それなら舞はなぜ校舎裏に？

「……」

　タイムセールまでまだ時間はある。

　俺は少し気になったので、舞のあとを追った。

　彼女は校舎裏のさらに奥まで進み、だいぶ人気のないところまで移動した。

「よっ、来てくれたんだな相丈」

　いや、舞のほかにも誰かいた。

　彼も運動着を着ているし、同じ部活の仲間か？

　俺はふたりに見つからないように物陰に隠れる。

「何の用ですか先輩？　休憩中に呼び出して」

　舞は特に挨拶を返すでもなく話を切り出した。

　その臆さぬ態度に先輩は苦笑いする。

「何の用って、それ聞く？　結構分かりやすいシチュだと思うけど？」

「分かりますけど、早はや合が点てんしてもいけないので」

　……これってもしかして告白なのでは？

　興味本位でついてきてしまったが、覗いちゃダメな奴だった。

　俺がオタオタしている間にも話は進む。

「じゃあまず聞くけど、彼氏いる？」

「いません」

　舞の返事に、先輩は勝ちを確信したような笑みを浮かべる。

「ならさ、俺と付き合わない？」

　それから先輩は軽く遊びに誘うような口調で告白した。

　その手慣れた告白の仕方からは、彼の自信が窺うかがえた。

「ごめんなさい」

　一方、舞は間髪入れずに告白を断った。

　彼女も彼女で慣れた様子で、考える素振りすら見せず一瞬の返答だった。

「それじゃ、私はこれで」

　最低限の礼儀なのか会釈だけ残し、舞は校舎裏から去ろうとする。

「ちょっ！　待って待って！」

　あまりに淡白な態度に面めん喰くらったようで、先輩は慌てた様子で舞を追いかけ、彼女の肩を摑む。

「そんな即決しなくてもよくない？　最初はお試しでもいいからさ」

「興味ないので、お試ししません」

「……ッ！」

「離してもらっていいですか？」

　舞は淡々と言う。

　その冷たい言い方に先輩はムッと表情を歪ゆがめる。

「何だよその態度。かわいくないよ、そういうの」

「……は？」

　舞の声のトーンが一段低くなる。

　険悪な空気が俺のところまで漂ってきた。

　ちょっとヤバい気がする……止めに入るか？

　──変な奴に因縁つけられないように気をつけろよ。

　ふと結城の忠告が脳裏をよぎる。

　確かに上級生に目をつけられるのは、今後の高校生活を送る上で支障をきたしそうだが……。

　パシンッ！

　俺が逡しゅん巡じゅんしていると、舞が肩に置かれた先輩の手を払い落とす。

「待てよ！」

　カッとなった先輩が今度は強引に舞を自分の方に振り向かせようとする。

　それ以上考えてる暇はなかった。

「待った！」

　俺が大声を上げると、ふたりはギョッとして固まる。

　その隙に俺は物陰から飛び出し、先輩と彼女の間に割って入った。

「……強引なのはよくないと思いますよ」

「いや、何なのお前？」

「舞のいとこです」

　いとこと聞いて、先輩の顔に迷いが生じる。

　ただの下級生ならともかく、家族に見られるのは面倒と思ったのかもしれない。

「お前、このこと言いふらすなよ」

　先輩は最後に舌打ちをして先にグラウンドに戻っていった。

　彼の背中が校舎の角に消えるまで見送って、ようやく安堵のため息を吐き出す。

「彰……覗いてたの？」

　一難去ってまた一難。

「あーいやー……」

　舞に睨まれ、俺はしどろもどろになる。

　実際、最初は興味本位だった。結果的に彼女を助けることになったが、行為自体は決して褒められたものじゃない。

「スマン。見かけたら校舎裏に入っていくから、気になって、つい」

「……そう」

　舞はため息をつき、呆あきれたように肩を竦める。

「まあいいわ。今回は助けてもらったし」

　どうやら無罪判決が下りたようで、俺はホッと胸を撫なで下おろす。

「それじゃ休憩終わるから、私は部活戻るわ」

「分かった」

　俺は頷いて舞を見送る。

　と、彼女が途中で立ち止まって振り返った。

「いちおう、お礼言っとくわ。ありがと」

「あ、ああ……！」

　それはとても久しぶりに見た舞の微笑だった。

「じゃ」

　舞はそれだけ言うと、今度こそ部活に戻っていく。

「……あっ、タイムセールが！」

　彼女を見送ってしばらくして大事な用事を思い出し、俺は大慌てで走り出すのだった。





△






　久々に舞のやさしい顔が見られて、俺は少し浮かれていた。

　トラブルに頭から突っ込んだような形だったが、これをキッカケにまた彼女と仲よくなれればと思っていた……のだが。

　その夜の晩ご飯。

「このムニエル美お味いしいよ～彰君」

「う、うん。ありがとう」

「……」

　鮭のムニエルを絶賛してくれるチヅ姉の横で、舞は無言のまま箸を進めている。

　その目は笑っておらず、時々俺の顔をジッと凝視していた。

　何だ？　また何かしてしまったのか？

　いやしかし、舞が部活から帰ってきてすぐ晩ご飯になった。

　その間、彼女におかえりと言った以外に特に何かした覚えはない。
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　ハッ！　もしかして鮭のムニエルが嫌いだったとか？

「舞……味はどうだ？」

　恐る恐る尋ねてみると、舞の眉がピクッとなる。

「……悪くないわ」

「そ、そうか」

　どうやら食事の問題ではないらしい。

「本当に彰君は料理上手だよね～」

　俺と舞の会話にチヅ姉が混ざってくる。

「……」

　と、なぜかそこで舞が一段と不機嫌になった気がした。

　何でなんだ……全然分からん。

「ごちそうさま」

「私もごちそうさま～」

　結局、舞が不機嫌なまま晩ご飯は終わってしまう。

「彰君～。またあとでマッサージお願～い」

「分かったー」

　階段の方からチヅ姉のお願いが聞こえてきたので大声で返事する。

　チヅ姉はそのまま自分の部屋に戻っていったようで、階段をのぼる足音が聞こえた。

　さて、俺はまず食器を洗って、次に風呂掃除を……。

「彰」

「ん？」

　シンクで食器を洗い始めた俺に、食後の牛乳を飲んでいた舞が話しかけてきた。

「どうした？」

「えっと……その……」

「……？」

　舞にしては妙に口ごもるな。

　彼女が俺に言いづらいようなことというと……。

「もしかして、晩ご飯足りなかったか？」

「はい？」

「いや、食い足りなかったのかなと」

　舞も女の子だ。おかわりの要求はしづらかったりするのだろう。

「簡単なおにぎりくらいならすぐ作れるぞ」

「いらない」

「え？」

　また急に不機嫌になった舞は台所から出て行ってしまった。

「おかわりじゃなかったのか……？」

　それならそれでどうしてほしいとか言ってくれたらいいのに。

　昔に比べて舞は少し分かりづらくなった。

　正直、ちょっともどかしい。

「はぁ……」

　早く元通りの関係に戻れたらいいなと思いつつ、俺は残りの洗い物を片づけにかかるのだった。





△






「ふぁ～……」

　結局、舞が何を言いたかったのか分からず終じまいのまま次の日の朝を迎えてしまった。

　モヤモヤしたまま寝たせいか寝覚めがいまいちスッキリしない。

　今日は土曜日だし、朝の支度の前にもう一眠り……

「キャッ！」

「……？」

　今の声は……？

　耳を澄ますとリビングから物音が聞こえてくる。

　もう誰か起きてるのか？

　それ自体は別にいいのだが、さっきの悲鳴が気になる。

　俺は二度寝を諦めてベッドから下り、部屋を出て静かにリビングへ向かった。

　そこにいたのは。

「舞？」

「!?」

　声をかけると舞がびっくりした顔でこちらを振り返った。

「こんな朝早くから何してるんだ？」

「こ、これは……」

　狼狽うろたえる舞の足下の床は、ぶちまけられた片かた栗くり粉こで真っ白になっていた。

　床を汚しているのはそれだけではなくて、リビングにあった小物やティッシュがあちこちに散乱している。

　おまけになぜかバラバラに分解された掃除機が煙を噴いていた。

　あと台所から何かが焦げた臭いがする。

　端的に言えば──大惨事だった。

「……」

　舞は俯うつむいたまま若干目を逸らしている。

　何をしていたのか尋ねたいのは山々だったものの、

「とりあえず、片すか」

　俺は舞に向けて呟つぶやいて、掃除機代わりにホウキとチリトリを取りに行った。

　掃除道具を持ってリビングに戻ってくると、舞はまだそこにいた。

「チリトリ頼む」

「……ん」

　チリトリを差し出すと、舞はおずおずと受け取った。

　それからしばらく無言のままふたりでリビングを掃除する。

「……朝ご飯」

　片栗粉を掃いて集めていると、黙りこくっていた舞がようやく口を開いた。

「朝ご飯、作ろうとしたの」

「それで片栗粉を？」

「そう」

　台所の焦げ臭さも考えると揚げ物に失敗したのだろうか？

「いきなり揚げ物とはチャレンジャーだな」

「……」

　軽口を叩くと舞は少しムッとした。

　項うな垂だれてる顔よりそっちの顔の方が好きなので、俺はそのまま話を続ける。

「じゃあ、掃除機はこれを掃除しようとしたのか？」

「そうなんだけど、なんか急に何も吸わなくなっちゃって」

　それはたぶん紙パックが満杯になったんだと思う。

「試しに振ってみても全然ダメで、故障かと思ったから直そうとしたんだけど」

「それで分解したのか？」

「そう」

「なるほど」

　掃除機がバラバラになった原因は分かった。

　小物やティッシュも掃除機を振った時の二次被害だろう。

　にしてもまあ……舞には悪いが、さすがにちょっと笑ってしまう。

「叔母さんに聞いてたけど、本当に家事が苦手なんだな」

「うるさいわね」

　ますますムッとした舞がチリトリでガシガシとホウキをつついてくる。

「別にご飯なら俺が作るのに、どうして今日はこんなことしたんだ？」

「……」

　舞はまた口を閉じて答えないかと思ったが、掃除を手伝ったのがよかったのか、彼女はようやくその理由を教えてくれた。

「……私が姉さんのご飯を作りたかったの」

　そうして返ってきた答えは想像よりずっとシンプルだった。

　えっと、それってつまり。

「要するに……舞がチヅ姉のお世話をしたかったってことか？」

　探るように尋ねてみると、舞は耳まで赤らめて小さく頷いた。

「じゃあ、最近やけに俺に対して不機嫌だったのって……？」

「だって羨ましかったし」

「あのな」

「それに春休みの間にふたりとも急にすごく仲よくなってたし」

「……いろいろあったんだ」

「ずるい。私なんて逆にちょっと避けられてるのに」

「それはたぶん小言が多いからだと思うぞ」

「何でよ」

　今度は唇を尖とがらせる舞。

　それにしても近頃の彼女の態度がそんな理由だったとは。

　ていうか。

「舞ってもしかして」

「？」

「シスコン？」

「せめて姉妹愛って言って」

　舞は不服そうにこちらの脛すねをチリトリで小突く。

「スマン」

「……ううん。こっちこそごめんなさい。最近、嫌な態度ばかり取っちゃったし」

「別に気にしてない」

　少し強がりではあるが、実際あまり気にしてなかった。

　今はいろいろ理由が分かってスッキリしている。

「チヅ姉のお世話がしたいなら、家事とか教えようか？」

「……ううん、いいわ。お母さんも言ってたけど、絶望的に家事できないから」

「そこまでか？」

「前に姉さんの服洗おうとして洗濯機壊したわ。ほかにもいろいろ」

　舞は肩を竦める。

「それに彰に任せた方が姉さんも喜ぶみたいだし」

「そうかな？」

　舞からお墨付きをもらえるのは嬉しい。

「あっ、でも姉さんにスケベなことしたら雪崩式舞スペシャルだから」

　穏やかな表情から一転、舞は再び怖い顔でギロッと俺を睨んできた。

「その舞スペシャルって何種類あるんだ？」

「それはどうでもいいから。お世話にかこつけて姉さんの胸とかお尻とか触るのやめなさい」

「いや、あれはどっちかと言うとチヅ姉のドジで……」

「い・い・わ・ね？」

「……善処する」





第五章







　夜中に物音で目が覚めた。

　とりあえず、何の音か確かめるために起き上がる。

　ついでに水でも飲もう。

「……？」

　そう思ってリビングに向かうと、途中で廊下が濡ぬれているのに気がついた。

　しかも水にしてはなんか、ちょっとぬるい。

　足裏に指で触れ、その匂いを嗅ぐ。

　……ラーメンのスープ？

　たぶんカップ麺だ。

　そこでふと思いつき、俺は階段の下から二階を覗のぞく。

　チヅ姉ねぇの部屋のドアから少し明かりが漏れている。

　物音の正体はもう大体分かった気がする。

　俺は軽くため息をついて階段をのぼり、ドアをノック。

「チヅ姉？」

「んむっ!?」

　口に何か詰まったような声。

　食べてる最中だったかな？

「どっどうぞ～」

「……」

　少し申し訳なく思いつつ俺は部屋に入る。

「あ、彰あきら君どうかした～？」

「どうかしたじゃないよチヅ姉」

　口をモグモグさせてるチヅ姉に軽く詰め寄る。

「夜食はなるべく控えるようにって言ったよね？」

「うっ……！」

「それにこの前ダイエットするって言ってなかった？」

「うぅっ……！」

　続けざまに問い詰めると、チヅ姉は椅子の上で子犬みたいに縮こまる。

「……？」

　その時、ふと俺はチヅ姉がパソコンを開いてるのに気がついた。

　立ち上がってるのはワープロソフト。

　一行目の冒頭に『私は』と二文字だけ書かれている。

「あっ！」

　チヅ姉は慌ててパソコンの画面を背中で隠す。

　しかし、隠すのが遅すぎる。

「ずっと起きて書いてたの？」

「う、うん……まあ」

　チヅ姉はゴニョゴニョと答える。

　若干目が泳いでる。

　さっきから別に慌てることもないと思うのだが……。

　確かに、あんまり書き進んでないようだけど。

「ねぇ、俺に手伝えることある？」

「て、手伝えること？」

「うん」

　俺は頷うなずく。

「もし書けない理由とかあるなら、俺でよければ相談にも乗るから」

「理由……」

　チヅ姉はしばらく悩んでから、おずおずと話し始めた。

「実は前に……前っていっても二年近く前なんだけど、編集さんから二作目のアイディアはもらってたの」

「どんな？」

「それが……『先生のリアルな恋愛体験とか題材にしたらどうですか？』って言われて」

「！」

　チヅ姉の恋愛体験。

　初恋の人のそういう話を聞くのは複雑な気分になりそうだ。

　だがしかし、これも自分に課した役目……！

　俺は心にダメージを負う覚悟で口を開く。

「恋愛小説ならいいと思うけど。チヅ姉ならモテそうだし、おもしろいんじゃない？」

「うぇ!?　全然全然！　私なんて全然モテないよ！」

　チヅ姉は顔を真っ赤にして否定する。

「そうなの？」

「うん。中学くらいから男の子のことが急に怖くなっちゃって、なるべく避けてたから」

「そうなんだ」

　それを聞いて、ついホッとしてしまう俺。

　だが肝心の部分は何も解決していない。

「今なら書けるかなって思ったんだけど、正直全然ダメで……やっぱり想像だけだと限界があるのかなぁ……あ！」

　弱々しく話していたチヅ姉が、そこでふと何か閃ひらめいたように声を上げる。

「どうしたの？」

「えっと……あの……その……」

　チヅ姉は何度か口ごもりまくったあと、

「わ……！　私とデートしてくれない!?」

　と言った。





△






　お風呂勝負の時もそうだけど、チヅ姉はいつも唐突だと思う。

　結論を言う前に「小説の参考にするために」と前置きを入れて欲しい。

　しかし、まさかこんな形でチヅ姉とのデートが叶かなうなんて。

　春休みに引っ越してきた時はまるで想像できなかった。

　まあ、重ねて言うがあくまでチヅ姉の小説のためではあるけど。

　だが、それならそれでいい小説が書けるように、楽しいデートにしなければ！

　そう意気込んでプランを練り、週末を迎えたのだが……。

「チヅ姉大丈夫？」

「うぅ～まだ気持ち悪い……」

　名な妻づま市の中心街へ出ようと電車に乗ったのだが、名妻駅に着いたところでチヅ姉がダウンしてしまった。

　電車に乗るのが久しぶりで人に酔ってしまったらしい。

　今は駅のベンチに座って濡らしたハンカチを額に当てている。

「電車にもまともに乗れないとか……私ってホントダメ人間」

「そんなことないから。水とか買ってくる？」

「オレンジジュース～」

「了解」

　それから三十分ほど休憩して、なんとかチヅ姉は快復した。

「いきなりグダグダでごめんね」

「大丈夫大丈夫。まだお昼前だから」

　落ち込むチヅ姉を励ましつつ、俺は空のペットボトルをゴミ箱に捨てる。

「ほら、行こうチヅ姉」

「うん……」

　チヅ姉は頷くけど、なかなか足が前に出ない。

「あの……彰君」

「どうしたの？」

「手、繫つないでいい？　……あ、あくまで小説のためにね！」

「わ、分かった！」

　一瞬動揺したが辛かろうじて頷く。

　念のため汗を拭いてから、俺は差し出されたチヅ姉の手を握る。

「……！」

　チヅ姉と手を繫ぐなんて小学生以来だ。

　でもあの頃よりもはるかに心臓が早鐘を打ってる。

　そうして始まったデートだが……実は少し困ったことになっていた。

　というのも今日のデートプランはネットの情報を参考にしたため、どこも人の多い人気スポットばかりなのだ。

　しかし、先程の様子を見る限り人混みはなるべく避けた方がよさそうだ。

　よって事前のプランは全て白紙。

　今から急いで次の計画を立てるしかない。

「そういえばチヅ姉ってあんまり服持ってないよね。このお店とか見ていく？」

　とりあえず目についたお店を指差し、チヅ姉に提案する。

「………………」

　なぜかチヅ姉は青い顔でプルプル震えていた。

「チヅ姉？」

「ごめん……私、服屋にはいい思い出がなくて」

「そうなの？」

「うん……主に話しかけてくる店員さんとか」

「それは……なるほど」

　口から出かけた言葉を飲み込み、俺たちはまた歩き始めた。

「はぅ……！」

　歩きながらチヅ姉は時折ビクッとなって、俺の腕にしがみついてくる。

　その度に彼女の胸がギュウギュウ押しつけられた。

　それにデートだから気合いを入れてくれたのか、今日のチヅ姉はいつものシャツ一枚と違ってかなりお洒しゃ落れな服を着ている。

　しかし、それが若干体のラインが出る服で……何が言いたいかというと、密着感が半端なかった。特に俺の肘でくにゅんっと潰れてる形とかがもう……もうっ！

　ただ歩いてるだけなのに自制心を試されている気分だ。

　しかしこれ、傍はた目めには腕を組んでイチャつくバカップルに見えるのだろうか？

　実際にはお互いにそんなこと考えてる余裕もなかった。

「チヅ姉、ちょっと休んでいく？」

　ビルの途切れた場所に公園を見つけ、俺はチヅ姉に提案する。

　チヅ姉は無言で頷き、俺たちは公園のベンチに座った。

「はぅ～疲れた～」

「チヅ姉大丈夫？　辛つらかったらもう帰ろうか？」

　まだ家を出て一時間程度なのに、すでにチヅ姉はクタクタだ。

　しかし、チヅ姉はブンブンと首を横に振った。

「ううん！　まだ大丈夫だから！」

「でも……」

「平気平気！　それに全然デートらしいことできてないし！」

「チヅ姉がそう言うなら」

　正直心配だが、チヅ姉の言葉を優先することにした。

「それじゃチヅ姉は何かやりたいこととかある？」

「う～んそうだな～……あっ！　あれ飲みたい、タピオカ！」

「タピオカ？」

「うん。まだ飲んだことないし、流は行やってるんでしょ？」

　あれが流行したのはかなり前だと思うけど。

「まあチヅ姉が飲みたいなら行こっか」

「わーい」

　スマホでタピオカ屋を検索すると、近くにまだ営業してるお店が一軒あった。

　特に行列もなかったのでおすすめのタピオカミルクティーを買って、また公園に戻ってきた。

「混んでなくてよかったね～」

「そうだね」

「彰君ってタピオカ飲んだことある？」

「いや、そういえば飲んでなかった」

「それじゃ一緒に初タピオカだね。あっ、タピるって言うんだっけ？」

　はしゃぐチヅ姉は早速タピオカをキメる。

「あま～い。おもしろい食感だね」

「確かに。こんにゃくっぽいかと思ってたけど違うね」

「これならもっと早く飲めばよかったな～。あ、でもこんなに甘いとカロリー凄すごい？」

「大体ラーメンと同じくらいらしいよ」

「ウッソ!?　甘いクセにえげつなくない!?」

「むしろ甘いからえげつないんじゃ……」

「う～ん、でも美お味いしいから飲んじゃう」

　ズゴゴゴーっとチヅ姉はストローを鳴らす。

「んむっ!?　ゲホッゲホッ！」

　と、急にチヅ姉がむせた。

「の、のどにタピオカが……」

「大丈夫？」

「あぅ～」

　チヅ姉の口の端から白茶色の液体が漏れる。

　……ちょっとエッチだ。って、そんなこと考えてる場合じゃない。

　俺は急いでハンカチでチヅ姉の口周りを拭う。

「……あっ！　スカートに垂れちゃってる」

　ふとチヅ姉が自分のスカートを見て悲鳴を上げる。

「あー、確かにちょっとこぼれてるね」

「う～やっちゃった」

「色的にそんなめだたないし、帰ったらシミ抜きするよ」

「うん……」

　お気に入りだったのか、チヅ姉はまだ落ち込んでいる。

「チヅ姉、よかったら次は水族館行かない？」

「水族館？」

「うん。ほら、チヅ姉昔は好きだったでしょ？」

「……そうだね！　行こっか」

　チヅ姉は頷き、俺たちは再び移動する。

　市営バスに乗って十五分。名妻水遊園前の停留所で降りる。

「大人一枚と高校生一枚で」

「あっお金」

「帰ってからでいいよ」

　俺はチケット代をまとめて払い、チヅ姉と一緒に入り口を潜くぐる。

「うわっ、懐かしいなぁ」

　中に入ると昔の記憶が蘇よみがえり、思わず声に出る。

「私も久しぶりに来たかも」

「そうなんだ。じゃあ、ゆっくり見て回ろっか」

「うん」

　水族館は静かで、ちらほらと親子連れは見るが、そんなに混み合ってはいなかった。

　お陰で落ち着いて回ることができ、チヅ姉も元気を取り戻してきた。

「わあ～見て見て彰君、エイだよエイ」

「あれマンタじゃない？」

「えーエイだよー」

　なんてデカい魚を指差しながら、和わ気き藹あい々あいと笑い合う。

　チヅ姉が笑顔になると俺も楽しくなる。

　少しはデートっぽくなってきたかな？

　そんな風に思っていると──ふと子供の泣き声が聞こえてきた。

「うえっ、ひっく、お母さーん」

　周りを見回すと、小さな女の子が泣きじゃくりながらフラフラ歩いていた。

　もしかして迷子になってしまったのだろうか？

　館内は照明が薄暗くて広いため、子供にとっては迷いやすい。

「チヅ……」

「───」

　俺が何か言う前に、チヅ姉はもう動いていた。

「ねぇ、どうしたの？　お母さんとはぐれちゃった？」

　チヅ姉は女の子のところへ行くと、屈かがんで目を合わせながら尋ねる。

「ひっく……お、お母さん、いなくなっちゃったの」

「そっか～。どこまで一緒だったか覚えてる？」

「……分かんない！」

「あっ、怒ってないよ～怒ってないよ～。大丈夫だから、泣かないで」

　余計に泣いてしまった子供の頭をチヅ姉はよしよしと撫なでる。

　しかし、なかなか泣なき止やんでくれない。

「彰君どうしよう？」

　困った顔でチヅ姉が俺を見上げる。

「とりあえず、入り口のスタッフさんのところに連れて行こう」

「そうしよっか。歩ける？」

　後半は女の子に向けてチヅ姉は尋ねる。

「……おんぶ！」

　女の子は歩き疲れていたのか、そう言って両腕を広げる。

「そっかー。彰君お願いできる？」

「うん。任せて」

　俺は頷き、女の子を背負おうとするが……。

「嫌や！」

　思いっきり拒否された。

「えっと、俺じゃダメかな？」

「嫌や！」

　どうやら年上の男が怖いらしく、女の子はチヅ姉の腕にしがみついて離れない。

　俺とチヅ姉はしばらく顔を見合わせたが、やがて彼女の方が覚悟を決めたように頷く。

「仕方ない。ここは私が背負ってくよ」

「……大丈夫？」

「大丈夫大丈夫。これくらいの子供なら軽いでしょ」

　そう言ってチヅ姉は女の子を背負うが、

「え……あれ、結構重い……」

　チヅ姉の足はプルプル震えていて、生まれたての子鹿みたいになっていた。

「やっぱり替わろうか？」

「へ、平気平気」

　チヅ姉はそのままの足取りで入り口へ向かう。

　距離は二、三百メートルほどだったが、入り口に辿たどり着つく頃にはチヅ姉は息も絶え絶えになっていた。

「チヅ姉お疲れ様。はい、冷たいお茶」

　俺は買ってきたお茶のペットボトルを、スタッフ室のソファで横になっているチヅ姉に渡す。

「ありがと……女の子は？」

「今スタッフさんが館内放送してくれてるから」

　それからほどなくして息を切らした女の子の母親が現れた。

「どうもありがとうございました。ほら、裕ひろ美みもお姉ちゃんにお礼言いなさい」

「ありがとうお姉ちゃん」

「い、いえいえ、あの、どういたしまして」

　親子はその後も何度もお礼を言ってから帰っていった。

「よかったね、チヅ姉」

「うん。お母さんと会えてよかった」

　俺たちはチヅ姉の体力が回復するまで、もうしばらくスタッフ室で休ませてもらってから水族館をあとにする。

　外に出ると、ちょうどお昼時だった。

「さて、それじゃそろそろお昼でも食べに行こっか。いいお店調べといたから」

「えーどこ行くの？　楽し、ミッ!?」

「チヅ姉!?」

　普通に歩いていたチヅ姉が急に崩れ落ち、俺は驚いて彼女が倒れないように腕を摑つかむ。

「こ、腰がぁ～！」

　チヅ姉は腰を押さえながらくぐもった悲鳴を漏らす。

　どうやらさっきの疲労がここで腰に来てしまったようだ。

　これは……歩けそうにないかな？

「水族館にタクシー乗り場あったから戻ろっか」

　俺はチヅ姉の前にしゃがみ込んで背中を向ける。

「はい、今度は俺がおんぶするよ」

「うえぇ!?　は、恥ずかしいよ～」

「でも、歩ける？」

「うぅぅ」

　チヅ姉は頰を赤くしながら唸うなり、やがて観念したように俺の首に両腕を回した。

「よっ！」

　俺はチヅ姉をおんぶして来た道を戻る。

「……重くない？」

「いや別に？」

「ウソだぁ。私、前より絶対肥えてるもん……彰君のご飯おいしいから」

「ありがと。今夜もおいしいもの作るからね」

「わーい……って、そしたら余計に体重増えちゃうってば！」

「大丈夫。何十キロ増えても俺が担いであげるから」

「そういう問題じゃなーい！」

「わっ！　暴れないで」

　そんなにゆさゆさされると、背中に柔らかいものが……！

「……ごめんね。私のせいでこんな中途半端になっちゃって」

「そんなの気にしないでいいよ」

「でも原因が腰痛だよ!?　さすがにそれはなくない!?」

　今度は人の背中で落ち込むチヅ姉。

「私はお婆ばあちゃんなの？　もう自分にガッカリだよ～」

　首筋に大きなため息。そして苦笑い。

「彰君も残念すぎて呆あきれたでしょ？」

「全然」

　自嘲するチヅ姉に俺は首を横に振る。

「子供のこと放っておけないのはチヅ姉らしいと思ったし、そんなことで呆れたりしないよ」





[image: ]





　これは本音。

「むしろそんなところが昔から好……！」

　危うく余計なことまで言いそうになり、慌てて俺は口を噤つぐむ。

「え？　今何て言ったの？」

　しかし、チヅ姉には耳みみ聡ざとく聞かれてしまったようだ。

「ねぇねぇ彰君」

「……あっ！　タクシー乗り場あったよ。はい、ベンチに下ろすね」

　俺は慌てて話題を逸そらし、チヅ姉を乗り場のベンチに座らせる。

「じゃあ水族館の人にタクシー呼んでもらうから、ここで待っててね！」

「あっ！　彰君！」

　俺は顔を背けるようにベンチから離れ、そそくさと水族館の入り口へ向かう。

　危ない危ない。もうちょっとで口を滑らせるところだった。

　舞まいとの約束もあるけど……変な下心があってお世話係をしてるとか、チヅ姉には思われたくない。

　せっかく春休みからコツコツと信用を積み上げてきたのだし。

　せめてチヅ姉がやりたいことをやれるまでは頑張らないと。

　……でも、今日はチヅ姉とデートできてよかった。

　数年前と変わらない、チヅ姉のやさしいところが見られたし。

　彼女のああいうところが、やっぱり好きだなぁ。





△






　その日の夜、俺が部屋に夜食を持っていくとチヅ姉がパソコンの前で唸っていた。

「う～ん……」

「チヅ姉、悩み中？」

「うん。今日のデートのこと文章にアウトプットしてたんだけど」

　チヅ姉はエンターキーをパチパチ叩たたきながら天井を仰ぐ。

　改行されていくワープロソフトはほとんど白紙だった……あまり進んでないようだ。

「今日のデートは参考にならなかった？」

　だとしたら、ちょっと残念だ。

　そんな俺の顔を見て、チヅ姉が慌てる。

「別に今日がつまらなかったとかじゃなくて、何だろ？　私じゃ瑞みず々みずしさが足りないっていうか」

「瑞々しさ？」

「だってほら、編集さんが私に恋愛小説を勧めたのって二年前でしょ？　だったらたぶん高校生の青春？みたいな作品を書いて欲しかったと思うの」

　ははは、と笑ってからチヅ姉は自嘲する。

「だからさ……たぶん、今の私にはそういうの書けないと思うんだよね。腰を痛めてデートの途中で帰るような女だし？　あはは……」

「……」

　そういうものなのだろうか？

　素人の俺には分からない話だが……でも、プロのチヅ姉がそう言うならそうなんだろう。

　しかし、そうなると俺ではチヅ姉の役に立てないのでは？

「ううん……」

　俺が頭を悩ませていると──いきなり部屋のドアが勢いよく開いた。

「!?」

「ななな何事!?」

　俺もチヅ姉も驚いてドアの方へ目を向ける。

　するとそこには、部屋着姿の舞が立っていた。

「話は聞かせてもらったわ」

「はい？」

　舞は部屋に入るとドアを閉め、こちらへ近づいてくる。

「今日のデートで何か間違いを起こしてないか確かめに来たけど、大変だったようね」

「聞き耳立ててたのか」

　チヅ姉とデートする件はあらかじめ舞に伝えてある。

　もちろん、あくまで小説執筆のためと断っておいたが。

　だから事情は全て把握しているはずなのだが、それでも心配していたのだろう。だから俺たちの話を部屋の外で聞いていたようだ。

「姉さんは高校生同士の恋愛小説を書きたいのね？」

「え？　う、うん」

　舞の勢いに押されるようにチヅ姉は頷く。

　すると、舞は。

「なら、ここにちょうどいいのがふたりいるじゃない」

　と、俺の顔を見ながらそう言った。

「ちょうどいいって……？」

「どういうこと……？」

　俺とチヅ姉は話の流れが摑めず、舞に尋ねる。

「ここに高校生の男女がふたりいるでしょう？」

「う、うん」

「だから、高校生同士の恋愛小説が書きたいなら、私たちがそのサンプルになればいいんじゃない？」

「えっえぇー!?」

　舞の提案にチヅ姉が口をあんぐりさせる。

　俺もポカンとしてしまったが、脳をフル回転させて彼女の言葉を解釈する。

「要するに……俺と舞でデートとかして、その体験談をチヅ姉の小説に活いかすってことか？」

「そういうこと」

　正解だった。まさか正解とは思わなかった。

「……なるほど」

「彰はどう思う？」

　舞に話を振られ、俺は腕組みして真剣に考える。

　チヅ姉の話を聞く限り、編集さんは彼女に『高校生同士の恋愛』を主軸にした小説を書いて欲しいらしい。

　そして、学生時代に恋愛経験のないチヅ姉にそれは難しい。

　今日お試しに俺とデートをしてみたが、これもあまり参考にならなかったようだ。

　そうなると舞の提案はわりとアリなのではないだろうか？

　リアルな高校生カップルの体験談。

　それなら少しはチヅ姉の小説の参考になる気がする。

「でも舞はいいのか？　俺と恋人……って偽物の恋人だけど、そんな真ま似ねしたら学校で変な噂うわさされるかもしれないぞ？」

「別にいいわよ、彰だし」

　それはどういう意味なんだろうか？

　しかし、舞が気にしないと言っても流石さすがにどうだろう。

「……彰。ちょっと来て」

「え？」

　と、俺が迷っていると彼女にグイッと腕を摑まれ、そのまま廊下へ連行された。

「私のことは気にしなくていいから、お願いだから協力して」

　廊下に連れ出されると、舞は小声で俺に頼んできた。

「彰がどうしても嫌なら仕方ないけど……でも、私だって姉さんの役に立ちたいの」

「……！」

　舞がチヅ姉の役に立ちたいというのは、この前彼女自身から聞いたばかりだ。

　俺に任せると言っていた気がするが、それはあくまで家事の話。彼女がチヅ姉の力になれる機会があれば、当然何とかしたいと思うものだろう。

　そのためなら少々無茶なことでも何でもする──そう願う舞の気持ちを俺が無下にできようか。

「分かった。俺も協力する」

　どちらにせよ試してみることに損はない。

　もし上う手まくいけば万々歳、ダメでも何かの足しになれば大成功だ。

　チヅ姉のためなら、俺たちは何だってできるのだから。

「というわけで、明日から舞と偽恋人をやってみることにしたよ」

「何か私たちにやって欲しいことがあったら何でも言って、姉さん」

「……どうしてふたりともそんなノリノリなの？」

　部屋に戻って偽恋人宣言をする俺たちを見て、チヅ姉はただただ困惑するのだった。





第六章







　翌週から、俺と舞まいの偽恋人はスタートした。

「はい、じゃあ今日はここまで」

「きりーつ、礼！」

　教師の合図で日直が号令をかけ、午前中の授業が終わる。

「……」

「……」

　昼休みになったところで、隣同士の俺と舞は互いに目配せした。

「おーい彰あきら、飯食おうぜ」

　と、そこへ結ゆう城きが弁当片手に俺のところへやってくる。

　いつもならここで彼と一緒にお昼を食べるのだが……。

「スマン結城。今日は先約があるんだ」

「えー？　誰と？」

　謝罪する俺に対し、結城は当然の疑問符を浮かべる。

「ちょっとごめんなさい」

「うおっ!?　相あい丈じょうさん？」

　結城は急に舞に話しかけられ、驚いて数歩飛とび退のく。

「椅子、ここでいい？」

　舞は相手の反応は意に介さず、自分の椅子を持ってきて俺の机の前に座る。

　それから彼女は自分の弁当箱を俺の机の上に広げた。

「え？　彰、先約ってまさか？」

「まあ、そのまさかだ」

「……！」

　呆あっ気けに取とられ、驚きょう愕がくの表情を浮かべる結城。

　その反応は彼だけのものでなく、話が聞こえていたらしいクラスメイトたちも一斉にこちらに視線を向けてきた。

「え？　あのふたりって仲良かったっけ？」

「いとこって聞いてたけど、あんまり一緒にいるとこ見たことないよね？」

　早くも噂うわさが教室中を飛び交い始めている。

　ここまで注目されるとは思わなかったが、とりあえず俺と舞は同時に弁当箱のフタを開けた。

「!?」

　間近でそれを見ていた結城がさらに目を大きく見開く。

「あ……彰、それ……！」

　プルプルと震える指で彼は『それ』を指差した。

　ふたりのお弁当──その白米の上に描かれた『鮭さけフレークのハートマーク』を。

　クラスメイトたちも結城と同じようにざわついている。

「……舞、皆の反応が予想と少し違うぞ」

「……そうね」

　もっと『教室でイチャイチャしてるカップルが周りにイジられる』のを微ほほ笑えましい感じでやりたかったんだが。

「まあいいや、次やろう」

「ええ」

　舞は頷うなずくと卵焼きを箸で摘まみ、

「あーん」

　と、それを俺に食べさせようとした。

　再び教室がざわつく。

「あーん」

　俺が卵焼きを食べると、今度は「おお……！」と静かなどよめきが起こった。

「相丈さんがあんなことするなんて……！」

「実は尽くすタイプなのか……！」

「やだ……ギャップ……！」

　舞の『あーん』に皆が驚いている。

　だがその驚きは好意的なもので、感触としては悪くない。

「あーん」

　次は煮物。

　ひと晩で味が染みて旨うまい。

「あーん」

　次はご飯。

　鮭フレークが馴な染じんで旨い。

「あーん」

　次もご飯。

　次の次もご飯。

　次の次の次もご飯。

「ま、舞？」

「あーん」

「ちょ、待」

　こちらの声が届いていないのか、舞は次々と俺の口に食べ物を詰め込んでくる。

　自分の弁当箱が空になると、今度は俺の弁当からもおかずを取り始めた。

　よく見ると少し耳が赤い……まさか、恥ずかしさを紛らわせるために、あーんに集中している!?

「うっ……うぷっ」

「……ハッ!?　彰!?　大丈夫!?」

　ようやく舞が正気を取り戻した頃には、すでに両方の弁当箱は空になっていた。

「だいじょばない……」

　ふたり分の弁当を一気に口に詰め込まれ、俺は苦しさで呻うめくように答える。

　家事が苦手な時点で若干思っていたけど……舞も案外、チヅ姉ねぇと同じでドジなところがある……よな……ガクッ。





△






　そんな調子で偽恋人を始めて数日が経たった。

「とまあ、大体そんな感じ」
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「えっと……彰君も舞ちゃんも大丈夫なの、それ？」

　俺と舞の報告をメモっていたチヅ姉は冷や汗を流しながら言った。

「大丈夫って？」

「いや、なんかいろいろ……三日前なんか舞ちゃんが前にフッた先輩に彰君が因縁つけられたとか言ってなかった？」

「ああ、それは確かに大変だったけど、駆けつけた舞に蹴り飛ばされてたから」

「私じゃなくて彰を狙うのが陰湿でムカついたから、ついカッとなって」

「でも一番驚いたのは、翌日にその先輩に挨拶されたことかな」

「なんか私に蹴られて『目覚めた』とか言い始めて……さすがにあれを言われた時はちょっと怖かったわね」

　俺と舞はうんうん頷き合う。

　まあ、それは置いておくとして。

「どう姉さん？　小説の参考になりそう？」

　たったの数日だが、偽恋人を始めて様々なことがあった。

　全部とは言わないが、その内のどれかでも役に立ったら嬉うれしい……と思ったのだが。

「……えっとーそのー」

　しかし、聞かれたチヅ姉は困ったように目を泳がせる。

「ダメだったかな？」

「あっいや！　ダメってわけじゃないんだけど、少し愉快すぎるというか、ふたりの感性が独特すぎ……かも？」

「……」

「……」

　チヅ姉はだいぶ遠回しに取り繕ってくれたが、どうもダメらしいということはさすがに分かった。

　特に偽恋人をやると言った舞はショボンとしてしまっている。

　……だが、彼女は一回の失敗でへこたれるような女ではなかった。

「こうなったら……！　彰、日曜日デートするわよ！」

「デ、デート？」

「そう。姉さんが失敗したデートの仇かたきを私たちで討つの！」

「はぅ!?」

　この前のデートを失敗と言われてチヅ姉は胸を押さえてうずくまる。

　まあその……というわけで、日曜日に舞とデートをすることになった。





△






　そして、あっという間に日曜日になった。

　俺は名な妻づま駅のバス停で舞が到着するのを待っていた。

　ちなみになぜ駅で待ち合わせているかというと「その方がデートっぽい気がする」と彼女が言ったからだ。

　しかも待ち合わせ時間の一時間前に家から追い出されてしまった。

「本気で行くから」

　俺を外へ放り出す間際、舞はそんなことも言っていた。

　本気って何だろう……？

　というわけで、ある意味ドキドキハラハラしながら、俺は彼女の到着を待っていた。

「お待たせ彰」

「！」

　ふと背後から声をかけられ、思わず緊張しながら振り返る。

　するとそこには舞……がいた。

「何？」

「いや……髪が」

　家を出る前に見た時と違う。

「これ？　お母さんにやってもらったの」

「その服も見たことがない」

　パンツスタイルで、ピチッとしたデニムが舞の長い脚を強調してる。

　全体的に軽快にまとめている印象なのに、それがスタイルのよさを際立たせていて、彼女の綺き麗れいでカッコいいところを余すところなく表現していた。

「どう？」

「……凄すごくいいな」

　舞に感想を求められ、俺は無意識の内にそう答えた。

　その時よほど変な顔をしていたのか、舞はクスッと微笑む。

「ありがと。準備した甲か斐いがあったわ」

「～～～」

　なんだか恥ずかしくて俺はとっさに口くち許もとを隠した。

　ちょうどその時バスが来る。

「さっ、行きましょ彰」

「ああ……」

　完全にイニシアチブを取られてる気がするが、俺は舞に促されてバスに乗り込む。

　俺たちが今日向かったのは四年前に名妻市郊外にできた名妻センターパーク──いわゆるモール型のショッピングセンターだ。

　田舎の有り余った土地を有効活用し、様々な施設が所狭しと並ぶ。

　映画館、プール、ゲームセンター、フットサル場なんてのもある。

「この辺の学生のデートといったらここよ」

「はぁ～俺が引っ越してからこんなのできてたんだな～」

　どうせなら俺が住んでた頃にできて欲しかったが、言っても仕方がない。

「舞はよくここに来るのか？」

「あんまり。部活で忙しいし」

「そりゃそうか」

「とりあえず映画まで時間あるし、適当に回る？」

「そうだな」

　俺たちは映画の時間までモールの中をブラブラ歩くことにした。

「同い年くらいの人が多いな」

「学生のデートスポットだって言ったでしょ」

　確かにカップルがやけに多い。

　そういえばこの前水族館に行った時、親子連れはいてもカップルはあまりいなかった気がする。皆こっちに来てたのか。

　でもそうすると、前回の俺とチヅ姉のデートはコース選びからまず失敗していたことに……。

「彰」

「え？」

　落ち込んでるところに声をかけられて顔を上げると、舞が微笑みながら手を差し出してきた。

「手、繫つなぎましょ。その方が恋人っぽいし」

「あ、ああ」

　舞と手を繫ぐのはこれが初じゃない。

　子供の頃はよく引っ張り回されていたし、最近は偽恋人の一環で手を繫いで登下校することも多かった。

「……」

「……」

　それなのになんか……変な感じだ。

　ここがデートスポットだからか？

　それとも周りがカップルだらけだからだろうか？

「はわわ、舞ちゃん……」
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「……うん？」

　聞き覚えのある声が聞こえた気がして俺は後ろを振り返る。

　しかし人混みのせいで、それらしい人影は見当たらなかった。

「どうしたの？」

「いや、何でもない」

　それから俺たちはモール内のお店を軽く見て回る。

　やがて映画の時間が迫ってきたので、モールの別館にある映画館へ移動した。

「ほら、舞の分のチケット」

「ありがと。何かほかに買う？」

「飲み物でも買うかな。舞は？」

「じゃあ紅茶」

「了解」

　俺たちは飲み物を買い、『４』番スクリーンへ移動した。

　何本かＣＭを挟んだあと照明が落ち、映画が始まる。

　タイトルは『愛のヘイキと兵器のＡＩ』。

「不思議なタイトルだ」

「海外の映画ってたまに謎和訳されるわよね」

　映画の内容は真っ当なＳＦラブロマンスだった。

　素材はチープだが、役者の演技力でカバーしている。

　特にロマンス部分には力が入っていて、音楽も含めてかなり雰囲気が出てる。

「……っ」

　俺が段々映画の内容にのめり込んでいると、唐突に舞の手が俺の手に重ねられた。

　さらに隣の彼女が頭を傾け、俺の肩に静かに寄りかかる。

　思わずそちらを見ると、彼女と一瞬目が合う。

　舞は何も言わずに微笑むと、またスクリーンの方を向いた。

　一方の俺は普段見られない甘えるような彼女の仕草に、映画よりもドキドキさせられ、もはや内容が頭に入ってこなかった。

　そのままの状態で最後まで映画を観みて、俺たちは映画館を出た。

「彰、どうだった？」

「まあ……よかった、かな」

　後半ほとんど覚えてないけど。

　舞はそんな俺の内心を見透かしているのかいないのか、「そう」とだけ言ってまた微笑んだ。

「そろそろお昼にしましょう」

「そうだな」

　俺たちは屋内のフードコートへ移動し、昼食を済ませる。

「時間あるし、もう少し遊んで行かない？」

「いいけど、どうする？」

「ここの屋上ってフットサルとか卓球とかできるみたい」

　舞が指差した案内板には、屋上にスポーツ＆アミューズメント施設があると書いてあった。

「いっぱい食べたし、少し体動かしましょ」

「そうするか」

　俺たちはエレベーターで屋上へ移動する。

　受付で料金を払い、運動靴を借りて履き替える。

　建物の大きさの分だけ屋上も広く、フットサル場やテニス場などいろんな施設が充実していた。

　いろいろあって目移りしそうだが、まずはフリースローからやることにした。

「せっかくだし勝負でもする？」

　髪を後ろでまとめてポニーテールにした舞が勝負を吹っかけてきた。

「望むところだ」

　帰宅部とはいえ、俺も別に運動は苦手じゃない方だ。

　舞はもしかしたら俺より運動は得意かもしれないが、別にバスケ部ってわけでもない。

　なら勝敗は五分五分だろうと思い、シュート十本勝負した……のだが。

「はい。八対七で私の勝ちね」

「くそー」

　気がつけば五連敗。

　いい勝負にはなるのだが、どうしても最後で勝てない。

「舞バスケ上う手ますぎじゃないか？」

「そんなでもないわよ。バスケ部の友達に少し教えてもらっただけ」

　舞は笑ってもう一回ボールを放り、難なくシュートを決める。

「シュートはフォームが大事なのよ。彰は打つ時にちょっと下半身がブレてるわね」

「そうなのか？」

「なんなら少し教えてあげる」

　そう言うと舞は俺の後ろに立って、こちらの腰に手を添える。

「打つのにジャンプする時に力みすぎないで」

「お、おう」

　舞の丁寧な指導は分かりやすかったが、後ろから顔を寄せてくるので凄く距離が近く感じた。

　彼女の体温を肌で感じてしまい、話に集中できない。

「私が支えてるから、まっすぐ跳ぶのを意識して打ってみて」

「わ、分かった」

　無理やりゴールに意識を向け、舞に言われた通りまっすぐ跳ぶようにしてシュートを打ってみると、これがネットも揺らさずに綺麗に決まった。

「おおっ、ホントだ入った！」

　俺が振り返って喜びを伝えると、舞は得意気に微笑んでみせた。

「ほらね？　言った通りでしょ」

「……！」

　その微笑にドキッとしながらふと気づく。

　今日の舞はいつもより表情も態度も柔らかい気がする。

　特に事あるごとに笑顔を見せてくれるところが、普段との大きなギャップになっていた。

　これが舞の言う彼女の本気なのだろうか？

　だとしたら……今のところそれはかなり成功している。

「彰、どうしたの？」

「……い、いや！　何でもない」

「そう？　じゃあ次行きましょう、もっと遊ばなくちゃ」

「あっ待てって」

　やはり体を動かすのが性に合ってるのか、舞は全施設を制覇する勢いで俺の手を引っ張っていく。

　こうして彼女に連れ回されていると、なんだか昔を思い出す。

　小学生の頃はいつもふたりと一緒に、よく近所の森の神社で探検ごっこなどして遊んでいた。

　舞も昔はやんちゃだったわりに、体の弱い俺のことを気遣ってくれていたし。

　彼女があちこち連れていってくれたから、楽しい思い出も沢山できた気がする。

　そう考えると俺はチヅ姉だけでなく、舞にも感謝しないといけないのかもしれない。

　今は幸い体も丈夫になって、彼女についていく体力もあるわけだし。

「彰は次に何がしたい？」

「次は……」

　俺と舞はその後も服を見たり小物を見たり、お互い初心者のクセにゲームセンターで対戦したりと、一日かけてトコトン遊び尽くした。

　気がつけばすっかり陽は傾き、空は茜あかね色いろに染まっていた。

「そろそろ帰る？」

「そうだな。晩ご飯の準備もあるし」

　最後に地下で夕飯の材料を買い、モール前の停留所からバスに乗った。

『次は木き鈴すず町一丁目ー。次は木鈴町一丁目ー』

　帰りは駅前ではなく家の最寄りのバス停で降り、そのまま最後の帰路につく。

「今日は楽しかったな」

「そうね。彰のこともコテンパンにできたし」

「ぐぬぬ、次は負けないからな」

「かかってきなさい」

　ふたりで買い物袋の持ち手を一本ずつ持ちながら今日の思い出話に花を咲かす。

「こんな風に誰かと遊ぶのは久しぶりだったし楽しかったわ」

　ふと舞は小さく息を吐いて呟つぶやく。

　その声に少し寂しさが滲にじんでいるのを感じ、俺は彼女の横顔を見やる。

「……そんなに部活が忙しいのか？」

「まあ、それもあるけど。こんな性格だし、皆遊びに誘いづらいんじゃない？」

「……」

　舞はそんな風に言うが、本当にそれだけだろうか？

　再会した彼女は近寄りがたいほどの美人になっていた。

　だがそれは外見の話だ。見た目は成長すれば変わるし、ある意味仕方のないことだ。

　でも、じゃあ性格が変わったのはなぜだろう？

　それも体が成長したから？

　あるいは何か変わらざるを得ないことがあったのだろうか？

　彼女が変わった数年間を知らないから、本当のところは何も分からない。

　けれどひとつ確かなことは……。

「勿もっ体たいないな、皆」

「え？」

「舞はいい奴やつなのに、それを知らないなんて」

　それは自然に俺の中から出てきた言葉だった。

「……！」

　舞は面めん喰くらったように目を丸くする。

　しばらく俺たちの間に沈黙が降り……ふと舞が立ち止まった。

「舞？」

「……」

　もう相丈家のある住宅地まで来ていたが、不思議と周囲に人影はなかった。

　子供たちは家に帰り、社会人はまだ帰ってきていない狭はざ間まの時間。民家の中から人の声は聞こえるが、今この場には俺と舞しかいなかった。

「そういえば肝心なことを忘れてたわ」

　舞は唐突に荷物を地面に置き、俺の服の袖を引っ張る。

「うわっ！」

　荷物を踏まないように避けたらバランスを崩してしまい、反射的に舞の肩を摑つかみ──体を起こした時には、彼女の顔が目と鼻の先にあった。

　街灯が遠いので表情などはよく見えないが、その綺麗な顔を間近にするとドキドキしてしまう。

「忘れてたって……何を？」

　俺は心臓の高鳴りを誤魔化すため、彼女に質問する。

「デートの最後に、恋人同士ならやることがあるでしょう？」

「それって……」

　舞の言いたいことを察する。

「いやでも、俺たちはあくまで偽で……」

「だからって手を抜くわけにはいかないわ」

　逡しゅん巡じゅんする俺の腕を舞は摑んで逃がさない。

「別にキスくらいどうってことないでしょう？　……それとも、彰は私とするのは嫌？」

「……!?」

　その言葉に意表を突かれて俺が固まった瞬間、舞はこちらの首に腕を回す。

「勘違いしないで。全部姉さんのためなんだから」

「……っ」

　それはひどい殺し文句だった。

　確かに今日のデートは全部チヅ姉の小説のためにしたことだ。

　俺はチヅ姉のためなら何でもする。

　舞もたぶん同じだ。

　でなきゃ偽恋人なんてお互いにやってない。

　だが……これはいいのか？

　チヅ姉のためとはいえ、舞とキスなんて。

　そうして俺が迷っている内に、舞の唇が触れそうになり──

「ダメー！」

　──誰かが俺たちの間に割って入った。

「うわっ！」

「キャア！」

　いや、割って入ったというか、押し倒された。

「イタタ……って!?」

　目を開けると目の前に女性物の下着があった。

　しかもどこかで見たことのある……そうだ、これは昨夜俺が畳んだ洗濯物の。

「姉さん？」

　先にその闖ちん入にゅう者の正体を言い当てたのは舞だった。

　チヅ姉に巻き込まれなかった彼女は立ったまま、俺たちのことを普段と同じ表情で見下ろしている。

「どうしてチヅ姉がこんなところに？」

　俺もチヅ姉の体の下から這はい出でながら尋ねた。

　今日はチヅ姉は家で待っているはずだ。

　それになぜかサングラスと帽子で顔を隠してて……何でそんな不審者みたいな格好をしてるんだろう？

「もしかして、今日ずっとついてきてた？」

「そ、そのーふたりが心配でー、あ、あははは」

　チヅ姉は誤魔化すように笑いながら立ち上がり、スカートについた土を払う。

「……」

「……」

「えっと……あの……！」

　だが俺と舞に怪け訝げんな顔で見つめられ、チヅ姉はジリジリと後退し、そして。

「ご、ごめんなさーい！」

　ついに耐えきれなくなったのか、チヅ姉は踵きびすを返かえして逃げ出した。

　だが五十メートルも走らない内に力尽き、膝に手を突いて立ち止まってしまう。

「……追いかけるか」

「……そうね」

　俺と舞は置いていた荷物を持ち上げ、チヅ姉のあとを追う。

　何やらいろいろとうやむやになってしまったが……俺としては助かったと言うべきなんだろうか？

　それにしても何でチヅ姉は俺たちのあとをついてきたんだろう？

　今日行くところは人混みが凄いから家で待っててもらったのだが……。

　それともそんなに俺たちのことが心配だったのか？

　でも、心配って何が？

　チヅ姉のことなら何でも知っているつもりだったが、それだけはいくら考えてもよく分からなかった。





第七章







「ただいま」

「おかえり」

　台所で夕飯のシチューを作っていた俺は、部活帰りの舞まいに声をかける。

「……疲れた」

　舞は鞄かばんを投げ出し、ソファの上に倒れ込む。

「珍しくお疲れだな」

「今日は練習ハードだったから」

　実際大変だったようで、舞はうつ伏せでグッタリしている。

　と、そこで彼女は顔を上げてこちらを見る。

「そういえば彰あきらってマッサージできたわよね？」

「ああ」

「私にもやって」

「いいぞ」

　俺はいったんコンロの火を止めて、舞のいるリビングに向かう。

「床に寝た方がいい？」

「ソファがいいならそっちで」

　俺は寝そべる舞の両脚の間に膝を入れ、片膝立ちになる。

　それからまず彼女の右脚に触れて軽く具合を確かめた。

「痛かったら言ってくれ」

「ん」

　舞の返事を受けて俺はマッサージを始めた。

　さすが陸上部なだけあって、触れると筋肉を感じることができる。

　その固くなった筋肉をほぐすように力を込めていく。

「んっ……！」

「ここ痛いか？」

「大丈夫。続けて」

　彼女がいいと言うので、今度は左脚を揉もみ始める……のだが。

「あっ……ん……」

　時折漏れるか細い吐息が妙に色っぽい。

　こういうところは少しチヅ姉ねぇに似てる。

　それに彼女が身をよじる度に、制服のスカートが揺れて下着が見えそうになり……正直、目のやり場に困る。

　最近はわだかまりが解けて昔の距離感に戻ってきたというのに、こんなところで下心を出して信頼を失うのはよくない。無心無心……。

「あーっ！」

　と、急に誰かがリビングの入り口で大声を上げた。

　振り返ると、チヅ姉が目をまん丸にして口をぽかんと開けていた。

「ふたりとも何してるの!?」

「えっと……」

「何って、マッサージ」

　口ごもった俺の代わりに舞が質問に答えた。

「で、でも彰君は私の……」

　チヅ姉はゴニョゴニョ言いながら目を泳がせる。

　なんか挙動不審だ。

「どうしたの？」

「ううん！　何でもないよ！」

　俺が尋ねると、チヅ姉は慌てたように首を横に振った。

　それからチヅ姉は隣のソファに腰かけるが……なんとなく視線を感じる。

「彰、続き」

「ああ」

「……ぁん！」

　舞に催促され、俺はマッサージの続きを始めた。

「……」

　その間、ずっとチヅ姉の視線が頰に突き刺さっていた。

　それが気にはなったが、ひとまず大だい腿たい筋を揉むことに集中する。

「……よし、こんなもんでどうだ、舞？」

「ん。楽になったわ。ありがと」

「またいつでもやってやるよ」

　舞のマッサージを終え、俺は晩ご飯のシチュー作りの続きをするために台所へ向かう……が。

「……」

　なぜかチヅ姉が台所についてきている。

　鍋の前に立つ俺の隣で手持ち無沙汰そうにしつつ、チラチラと俺の手て許もとを覗のぞいていた。

　もしかしてシチューが気になるのだろうか？

「えっと、チヅ姉も味見する？」

　俺はホワイトソースの味見をしていた小皿を、そのままチヅ姉に差し出す。

「えぅ!?　……う、うん！」

　チヅ姉は一瞬びっくりした顔をしつつ、小皿を受け取る。

「……」

　しかし、チヅ姉は小皿をじーっと見つめたまま、しばらく動かなかった。

「チヅ姉？」

「あっ！　な、何でもないよ!?」

　チヅ姉は首を横に振り、ようやく小皿の縁に口をつける。

　そっと口を離した時、なぜかその頰はほんのり赤くなっていた。

「どう？」

「ふえっ!?　ど、どうって？　何が!?」

「何って……味」

「あっ……」

　そこでチヅ姉の顔はまた真っ赤になる。

「ああ味ね！　味……わ、分かんない！」

「そ、そう？」

　分かんないってどういうことだろう？

　俺は小皿を返してもらい、自分でもう一度味見する。

　……ちゃんと味はするな。

「ああああ！」

　今度はチヅ姉が悲鳴を上げる。

「えっと、どうしたの？」

「だって今、か、間接キ」

　チヅ姉は何か言いかけたが、慌てたように自分の口を塞いだ。

「？」

「か、かん……関節が痛くて！　あははは！」

「えっ、脚？　それとも肩？」

「あ、脚かな～？」

　もしかしてさっきからこれが言いたかったのだろうか？

　確かに舞にマッサージしている間もずーっと見られていたし。

「じゃあ、お風呂出たらマッサージとストレッチしようか」

「う、うん。お願いね」

　チヅ姉は頷うなずくとリビングのソファに戻っていく。

　と、入れ替わりに舞が台所へやってきた。

　彼女は冷蔵庫から牛乳を取り出し、隣でコップに注ぐ。

「……」

　念のため舞にも味見してもらうか。

　俺は大丈夫だと思うが、チヅ姉が分からないって言ってたし。

「舞、味見頼む」

「ん？　いいけど」

　舞は俺から小皿を受け取って口をつける。

「うん。おいしいんじゃない」

「ならよかっ」

「ああああ！」

　その時、再びチヅ姉が悲鳴を上げた。

　彼女はプルプルと震える指で、きょとんとする俺たちを指差していた。

「チヅ姉？」

「～～～」

　チヅ姉はそのまま逃げるようにリビングから出て行ってしまう。

「最近の姉さん、様子が変じゃない？」

「……そうだな」

　正直、俺もそう思う。

　妙にぎくしゃくしている気もするし、何か言いたそうにも見える。

　でも原因が思い当たらない。

　あの偽デートの日くらいからおかしくなってきた気もするけど……。

　結局、よく分からず、俺と舞は互いに顔を見合わせて首を傾かしげるしかなかった。





△






　そして、次の日のことだった。

「今日は彰と学校で……」

　それは日課と化していた偽恋人の報告会中──話を聞いていたチヅ姉が急に立ち上がり、俺の顔をビシッと指差した。

「彰君、お家うちデートしよう！」

「え？」

　唐突な提案に俺は呆あっ気けに取とられる。

「それって私と彰でってこと？」

　隣の舞は冷静にチヅ姉に質問した。

　どうやら次の偽恋人イベントのリクエストと受け取ったらしい。

　しかし、妹からの質問に対してチヅ姉は首を横に振る。

「う、ううん。私と彰君で……ほ、ほら！　お家デートなら外出なくていいし、私でもできそうじゃない？　それにやっぱり自分でやってみた方が書く時に役立つっていうか」

　チヅ姉は目を泳がせながら早口に捲まくし立たてた。

「まあ、チヅ姉がそう言うなら」

「はい！　決まりね！」







　──というわけで、日曜日。

「チヅ姉、入るよ」

「は～い。どうぞ～」

　チヅ姉の声に招かれ、俺は部屋の中に入る。

「！」

　よく見慣れた室内は普段よりも綺き麗れいに片付いていた。

　特にベッドのシーツがピンッと張ってるのに軽く感動する。

　あそこだけはいくら直しても次の日には絶対グチャグチャになってたからな～。

　それにこれはアロマだろうか？　俺の知らない匂いがする。

「いらっしゃ～い」

　そのベッドに腰かけたチヅ姉は、はにかんだ表情で俺を出迎えてくれた。

「彰君、ほらこっち来て座りなよ～」

「あ、うん」

　俺はチヅ姉の手招きに応じ、彼女の隣に座る。

「……」

「……」

「えへへ、デートだと思うと緊張するね」

「う、うん」

　チヅ姉の部屋にはいつも入っているのに、今日はなんだか緊張する。

　あとチヅ姉の服がかわいい。普段着のシャツ一枚と違う。

「とりあえず映画でも観みよっか。サブスク入ったんだ～」

　一方で、文字通りホームグラウンドのチヅ姉は前回のデートよりもかなり余裕がある感じだった。

　彼女は机のパソコンを起動し、モニターをベッドの方へ向ける。

「電気もちょっと暗くしよっか」

　そう言ってチヅ姉は天井の照明を落とす。

　部屋がほんのり暗くなり、彼女はそのまま器用に俺の隣にまた座る。

　いや、さっきよりかなり近い。

　ていうか、近すぎ……！

「！」

　その時、チヅ姉はごく自然な動作で俺の腕に自分の腕を絡めた。

　暗くてよく見えないが、何か極めて弾力に富んだものが肘に当たる。

「始まるね」

　俺が何か言う前に、チヅ姉は自然と意識をモニターへ移した。

　確かに映画は冒頭が始まっていた……が、もうすでに内容が頭に入ってこない。

　脳内を占めるのは「柔らかい」とか「いい匂い」とか、とにかくそんなことばっかりだった。

　あとやっぱりチヅ姉の様子がこの前と全然違う。

　余裕のある態度もそうだし、やけに積極的だし。

　いつもお世話している時と違って、なんかすごく大人っぽい。

　いや、元から年上なんだけどそうじゃなくて、一緒に暮らす内に感じるようになった家族としての親愛から、昔憧れていた頃のドキドキが蘇よみがえったというか。

　あくまで小説のためなのに、それ以上の感情が爆発してしまいそうだ……！

「……！」

　俺は緊張を紛らわすため、必死に映画に集中した。

　どうやら内容は高校生の恋愛物のようだ。

　両片かた想おもい中の男女にスポットを当てて、ほぼそのふたりしか出てこない。

　邦画的な繊細な内面描写はやけに湿度が高くて、思春期の少年少女の本音が語られる。

　時折身につまされるようなドキリとした描写も多くて、激しい盛り上がりはないが、気づくとふたりの行く末がすごく気になっていた。

　それと最初よく観てなくて気づかなかったが、ふたりは幼おさな馴な染じみのようだ。

「……」

　もし俺とチヅ姉がもっと歳としが近くて同じ高校に通ってたら……。

　ついそんな想像が膨らんでしまう。

　まあ、その前に引っ越しとかもあったわけだが……どちらにせよ妄想だ。

「彰君」

「！」

　不意にチヅ姉の囁ささやく声で現実に引き戻され、俺はそちらに視線を向ける。

「何？」

「彰君はさ……」

　チヅ姉は口ごもったあと、上目遣いに俺を見て、

「好きな人っているの？」

　と、尋ねてきた。

「えっ!?」

　まさかの不意打ちに俺はつい大声を出してしまう。

「その反応はやっぱり……」

「い、いや、えっと」

　これは何て答えればいいんだ……!?

　返事に困る。自分の顔がみるみる熱くなっていくのが分かる。

　部屋が暗くて助かった。もし明るかったら、真っ赤になった顔を見られていたと思う。

「な、何で急にそんなこと？」

　俺は苦し紛れに、質問に質問で返した。

　それを聞くと、チヅ姉はなぜか目を伏せる。

「だって……この前、舞ちゃんとキスしようとしてたし」

「え？」

　今度はさっきと違う意味で不意を突かれて驚いた。





[image: ]





　チヅ姉が言ってるのは偽デートの日のことだろう。

　デートの終わりに舞とキスをしようとした……。

「で、でもあれは……」

　小説の参考のためにと舞が言って──そう答えようとしたら、急にチヅ姉がバランスを崩した。

「うわっ！」

　釣られて俺もベッドに倒れ込み、派手にスプリングが軋きしむ。

　チヅ姉に覆おおい被かぶさられ、腕を絡めていた時よりもはるかに全身が密着した。

「……チヅ姉？」

「……」

　いつものおっちょこちょいかと思ったが様子が変だ。

　雰囲気が違うというか……チヅ姉の表情に思い詰めたものを感じる。

「あ、あのね……！」

　そうしてチヅ姉が何か言おうとした時。

　ガタンッとどこかの戸が開く音がして、直後ドササササといろんなものが俺たちの頭上に降り注いだ。

「キャッ！」

「わぷっ！」

　何だ何だ!?

　驚いた俺は起き上がり、手探りで部屋の電気をつける。

　一気に明るくなって一瞬視界が真っ白になった。

　それから徐々に視力が戻ってくると、室内の惨状が目に映った。

　特にベッドの上はひどい有り様だ。

　本に下着に少し汚れたクッションが山となっている。

　ベッドの横に視線を移すと、そこのクローゼットの戸が全開になっていた。

　どうやらベッドに倒れ込んだ時の衝撃で戸が開いて、中に詰め込んでいたあれらの荷物がまとめて俺たちの上に落ちてきたらしい。

　入った時に綺麗に片付いてるなと思ったけど、全部あそこにしまい込んでいたようだ。

「……」

　チヅ姉はまだベッドの上でポカンとしていた。

「チヅ姉？」

「……あ……あはは、やっぱり慣れないことはするもんじゃないね～。私ってば掃除もロクにできないなんて」

　俺が心配して声をかけると、そうやってチヅ姉は誤魔化すように自分の頭を搔かいた。

「今日はもう終わりにしよっか。ありがとね彰君」

　チヅ姉はへらっとした微笑を浮かべ、そう言った。

「いいの？　でも小説が」

「大丈夫大丈夫。十分参考になったから！」

「……そう」

　唐突にお家デートが終わりと言われ、もちろん残念だった。

　けど俺自身のことよりも……最後のチヅ姉の元気のない顔が気がかりで、どうにもモヤモヤした気持ちを抱えながら彼女の部屋をあとにした。
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　それからまたチヅ姉の生活習慣は乱れ始めていった。

　原稿中だからとは言われるが、徹夜だらけでリビングのソファや、ひどい時は床で寝落ちしているので気が気でない。

　部屋から出てこない日も増えて、余計に心配ばかりが募る。

　でも、それはチヅ姉が頑張ってる証拠だ。

　だから俺の不安な気持ちはぐっと飲み込む。

　それよりもできる限りチヅ姉のお世話をすることが俺の役目だ。

「……というわけで、今夜は鍋にしようと思う」

「お鍋？　最近もう結構暑いけど？」

　昼休みに俺が提案すると、舞は訝いぶかしげに小首を傾げた。

「暑いからこそあえて辛からい鍋とかやろうかなと」

「それって余計に暑くならない？」

「クーラーかけてれば大丈夫だって。それに暑い日の鍋って意外と美お味いしいぞ」

　冬にこたつで食べるアイスと似たようなもの……ではないかもしれないが、美味しいことだけは保証する。

「それにチヅ姉にもスタミナつけて欲しいから」

「そういうこと。まあ、彰がそんなに言うなら私はそれでいいわ」

「分かった」

　というわけで、放課後に俺はスーパーで材料を買い込んでから帰宅した。

「ただいまー」

　玄関から声をかけるが、特に返事はない。

　チヅ姉はまだ寝てるのかな？

「……」

　階段の下からチヅ姉の部屋のドアを見つめたあと、俺は台所へ荷物を置きに行く。

　それから部屋で着替えて細々とした家事をやったあと、再び台所へ戻った。

「さて……！」

　鍋の仕込みをするか！

　エプロンをして、俺は早速材料を切り始める。

「～～～♪」

　チヅ姉に美味しいと言ってもらえたらいいなと、そう願いを込めながら俺は包丁をトントントンと動かし続けた。







　仕込みから丁寧に鍋を作っていたら、気づくともう外は真っ暗になっていた。

「ただいまー」

「おかえりー」

　ちょうど部活から帰ってきた舞がリビングに現れ、ふとクンクンと匂いを嗅ぐ。

「美味しそうね。お腹なか減ってきたわ」

「もうすぐできるから。二階行くならチヅ姉も起こしてきてくれ」

「了解」

　舞が二階に上がるのを見送り、俺はテーブルのカセットコンロに鍋を移動する。

　それにクーラーの温度も少し下げて、ついでにテレビもつけておいた。

『今夜はまた雨が降りそうですが、明日の朝までには止やむでしょう』

　天気予報を聞きながら皿を並べる。

　夕方のニュースが終わる頃、舞が、遅れてチヅ姉が一階に下りてきた。

「お待たせ。姉さん起きてたわ」

「ふたりともおかえり～。もう夜だったんだね～」

　チヅ姉は若干疲れた顔で笑う。

　と、その視線がテーブルの鍋に移った。

「あれ？　今日ってお鍋なんだ」

「精がつくよ」

「そっか。いいね」

　それから俺たちは三人で席に着く。

　俺はまず先にチヅ姉の取り皿を手に取る。

「チヅ姉、何が食べたい？」

「えっと、お任せで」

「分かった」

　俺はチヅ姉の好物を選んでよそい、取り皿を渡す。

「はい」

「ありがとう」

　その後、俺と舞も自分の分をよそって、三人でいただきますをした。

「ん～」

　鍋を食べ始めてすぐ、疲れ気味だったチヅ姉の顔が若干綻ぶ。

「暑い日のお鍋って美味しいんだね」

「ウチではやらないから知らなかったわ」

「それならよかった」

　どうやら姉妹ともに好評のようだ。

「チヅ姉、次は何取る？」

「あっ、いいよいいよ。次は自分でやるから」

　チヅ姉は笑い、自分でお鍋をよそい始める。

　最近はずっと部屋にこもって凄すごく疲れた顔が多かったから、これで少しは元気になってくれただろうか？

　パッと見る限り、辛い鍋のお陰で少なくとも顔の血色はよくなった気がする。

　何より笑顔になってくれているのが嬉うれしかった。

「うん？　どうしたの彰君？」

「ううん、何でも」

　やっぱり鍋にしてよかったと思いながら、俺は味の染みた肉団子を口に放り込んだ。

　そうやってしばらく三人で鍋をつついていたのだが──ふと窓を雨が叩たたき始めた。

「もう降ってきたんだ」

　先程の天気予報を思い浮かべながら呟つぶやく。

「最悪。明日も朝練あるのに」

　雨音を聞いて舞は顔を顰しかめた。

　確かに陸上部の彼女にとって雨は文字通り天敵だ。

「予報じゃ朝までに止むっぽいぞ」

「今日中に止んで欲しいわ。土がグシャグシャだと走りづらいし」

「屋内練とかにならないのか？」

「階段ダッシュ好きじゃないのよ」

　そう言って舞がため息をつくと、チヅ姉が小さくクスッと笑う。

「舞ちゃんはお外走るのが好きなんだもんね」

「へぇー」

　どうでもいいけど「お外」って言い方かわいいなチヅ姉。

「……ふたりとも子供を見るみたいな目やめてくれない？」

　舞がちょっと嫌そうな顔をするので、つい俺とチヅ姉は笑ってしまう。

　と、パシャンッ！

「あっ！」

　チヅ姉がコップを倒してしまい、中の水がテーブルに広がる。

「わっ！　ごごごめん！」

「チヅ姉、俺が拭くから……！」

　ガシャンッ！

「あっ」

「あっ」

　チヅ姉が慌ててテーブルを拭こうとして今度は取り皿をひっくり返し、キムチとか赤い汁とかが彼女のシャツにかかる。

「うわっ、やっちゃった……」

「大丈夫!?　熱くない!?」

「平気ヘーキ」

　一瞬ヤケドしてないか慌てたが、チヅ姉が平気そうなので安あん堵どのため息をつく。

「あ～でもシャツとか汚れちゃった」

「あとで洗っとくよ。お風呂も今日は先入っちゃったら？」

「そうする～」

　チヅ姉はしょんぼりと頷く。

　それから俺たちは鍋を食べ終え、チヅ姉は先にお風呂に入った。

　俺は鍋の残りをラップして叔母さんの分を残し、食器を洗ってからリビングに戻る。

「お疲れ様」

　リビングでは舞がソファでバラエティのクイズ番組を観ていた。

「舞がこういう番組観てるの珍しいな」

「そう？　暇なら観るわよ」

　俺も隣に座り、一緒にテレビを観る。

「これ答え何番だと思う？　私は一」

「二」

『答えは～～～～』

「……」

「……」

『ＣＭのあと！』

「私この流れホント嫌い」

「俺も」

　そんなことを言いつつ、結局最後まで観た。

「最後の問題、あんなの引っ掛けだろ」

「そうね。私は正解したけど」

「その前の間違い探しは俺が勝っただろー」

「あんなの運じゃ……？」

「どうした？」

　会話の途中で急に舞があさっての方向を向いたので尋ねる。

「ねぇ、姉さん遅くない？」

「え？」

　そういえばチヅ姉がお風呂に入ってだいぶ経たつのに、まだ出てきてない。

「!?」

　俺たちは慌てて立ち上がって風呂場へ向かう。

　脱衣所を抜けて浴室のドアを開けると──チヅ姉は浴槽にもたれてグッタリしていた。

「チヅ姉！」

「…………う～？」

　返事はあるが反応が鈍い。

　顔が真っ赤っかだ。

　どう見てものぼせていた。

「舞！　スポドリと濡ぬれタオル！」

「分かった！」

　俺は舞に端的に指示をして、急いでチヅ姉を湯船から引き上げた。
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「ふたりともごめんね～」

　額に濡れタオルを載せてベッドに寝ながら、チヅ姉は俺と舞に謝った。

「もうっ……心配したんだから」

「チヅ姉に大事がなくてよかったよ」

　落ち着いてきたチヅ姉を見て俺はようやくホッとする。

　あれからのぼせたチヅ姉の介抱に俺も舞も大わらわだった。

　水分補給させたりうちわで扇いで体温を下げたり……冷静になったところでチヅ姉が全裸なのに気づいてまた慌てたり。

　意識が戻ったところで二階に運び、ベッドに寝かせて今に至る。

「でも本当に大丈夫？　もうノド渇いてない？」

「ん～ん～、平気だよ～。……舞ちゃん、ありがとう」

　自分を心配する声にお礼を言うチヅ姉。

　いちおう受け答えははっきりしているし、もう大丈夫……。

　……大丈夫だよな？

「彰？　スマホで何してるの？」

「いや、のぼせた時のアフターケアをいちおう調べてる」

　ほぼほぼ大丈夫だとは思うが、念には念をだ。

「私も……あっ！」

　舞もスマホを取り出そうとして急に舌打ちする。

「……部屋で充電中だった」

「いいよ。俺が調べておくから」

「むぅ……」

　舞はおもしろくなさそうに頰を膨らませ、何かないかとチヅ姉の部屋を見回す。

　その目がふと机の上のパソコンで止まった。

「姉さん、ちょっとパソコン貸して」

「……ん～？」

「ありがと」

　まだ少し朦もう朧ろうとしているチヅ姉の生返事にお礼を言い、舞はスマホ代わりにパソコンで調べ物をしようとマウスに触れる。

　スリープ状態だったパソコンはそれで起動を始めた──と。

「……あっ！　待って舞ちゃん!?」

「わっ！」

　チヅ姉が急に起き上がってベッドから落ちそうになり、慌てて俺が止める。

　いきなりどうしたんだ!?

「……え？」

　その時、後ろで舞も呟きを漏らした。

　小さいが大きな驚きのこもった声音に、俺も思わずそちらを振り返る。

　舞が見ていたのはチヅ姉のパソコンで、その画面は真っ白だった。

　それだけなら何かの故障かと思うかもしれないが、よく見るとワードソフトが立ち上がったままになっている。

　つまり白い画面とは、そこに何も書かれていないという意味だ。

「姉さん、これ、どういうこと？」

「うっ！」

　舞の説明を求める声に、俺の腕の中でチヅ姉が呻うめく。

「とりあえず、説明して」

「うぅっ……！」

　舞の淡々とした声音にチヅ姉の顔が蒼そう白はくになっていく。

「まあまあ、ふたりとも落ち着いて」

　ここは俺が仲裁に入ろうと、ふたりを宥なだめようとした……が。

「うっ……うわぁーん！」

「わっ！」

　場の緊張感に耐えきれなくなったのか、チヅ姉は暴れて俺を突き飛ばし、そのまま部屋から飛び出していった。

「チヅ姉!?」

「生まれてきてごめんなさーい！」

　部屋の外からチヅ姉の上擦った叫び声とともに、階段を駆け下りていく足音が聞こえる。

　取り残された俺たちは顔を見合わせた。

「舞……さっきのは言い方が……」

「ごめん。そんなつもりじゃ」

「いや、分かってるけど」

　元々、舞はあんな喋しゃべり方だ。

　もちろん多少は怒っていただろうが、ブチギレてたわけじゃない。額面通り説明を求めていただけだろう……まあ、それが怖かったんだろうけど。

「とりあえず下に行ったチヅ姉を呼びに……」

　どちらにせよさっき風呂で倒れたばかりだ。急に走ったりして、また体調が悪化したりしたら……。

　ガチャンッ!!

「……え？」

　今の……ドアの閉まる音だったけど、まさか。

　俺と舞はもう一度目と目を合わせ、何か言う暇もなく急いで一階へ降りた。

　向かう先は一階のリビングやトイレではなく──玄関。

　廊下の電気をつけ、靴を数えるが……チヅ姉の靴がない!?

「まさか外に!?」

　舞も靴がないことに気づいて悲鳴に近い声を上げる。

　俺は土間のサンダルをつっかけて、ドアノブを回す。

　鍵がかかってない!?

「ッ！」

　血の気が引く音を耳元で聞きながら俺は外へ飛び出した。

　外は打ちつけるような激しい雨が降り続いていた。

　視界も悪すぎて、さっき出ていったばかりのはずのチヅ姉の姿も見つけられない。

　だが辛かろうじて庭までは見えて……フェンス扉が開きっぱなしになっているのが目に入った。

「舞……帰ってきた時に庭の扉閉めたか？」

「……覚えてない」

　質問する方も答える方も真っ青な顔で、キィキィ鳴っているフェンス扉を見つめていた。

　何十秒ほど呆ぼう然ぜんとしていただろうか──こういう時に立ち直るスピードはやはり舞の方が早かった。

「姉さんを捜さなくちゃ！」

「……舞！　傘！」

　そのまま走り出そうとする舞の腕を摑つかみ、俺はせめて傘を持たせる。

「チヅ姉を見つけたらお互いにスマホに連絡して……」

「充電中！」

「……ッ！　そうだった！」

「いいから離して！」

　舞は俺の手を振りほどくと、傘を広げて走り出す。

「一時間したら帰ってこい！　車に気をつけろ！」

　暗闇の中走っていく彼女の背中にせめてそれだけ声をかけ、俺も傘を差して走り出す。

　家の鍵は迷ったが、チヅ姉がひとりで戻ってきた時に閉め出されたらマズいと思って開けたままにしておいた。

「千ち鶴づる姉さーん！」

　俺は舞とは逆方向を捜す。

　大声で名前を呼ぶが、雨音が激しすぎてどこまで届いてるか怪しい。

　こんなに雨を忌々しく感じるのははじめてだ。

　それに夜の雨は冷たい。

　傘を差していても手足は濡れまくり、そこから体温が奪われていくのが分かる。

　この雨の中、チヅ姉はどこに……！

　プアァーンとクラクションを鳴らした車が横を通りすぎる。

「ッ！」

　驚いて地面に転んでしまった。

　服がさらに濡れる。

　舞に注意しておいて何やってるんだ俺は……！

　轢ひかれなかっただけ運がいい。

　でも……もしチヅ姉が……

「ああもう落ち着け！」

　俺は自分の額を叩き、無理やりその場で立ち止まる。

　こういう時に焦ったらドツボに嵌はまる。

　うろ覚えだが、確か何かの番組で「パニックに陥った人間は無作為に走ってるつもりで、実は一番走りやすい道を選ぶ」と言っていた気がする。

　運動不足のチヅ姉は人より体力がないから、いくら勢いで外に飛び出してもすぐに走り疲れるはず。

　しかもこの雨なら、近くで雨宿りできる場所を探すはずだ。

　この辺りでチヅ姉が行きそうな場所は……どこだ？

「……！」

　一ヵ所、思いついた。

　俺は傘を握り締め、再びその場所を目指して走り出した。
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「見つけた」

「……！」

　俺の声に気づいてチヅ姉が顔を上げる。

　チヅ姉がいたのは近所の森の中の小さな神社、そこの売店の軒先だ。

　ここは昔よく遊んでいたし、最近はおみくじを引きに来たから印象に残っていた。

「……よく見つけられたね」

　チヅ姉は気まずそうに目を逸そらす。

「帰ろうチヅ姉、風邪引くよ」

「……」

　俺が手を引くと、チヅ姉は抵抗せずに傘に入った。

　傘は一本しかないので彼女が濡れないように肩を寄せ、帰り道はゆっくりと歩いた。

「……」

「……」

　家に着くまでの間、会話はなかった。

　だが触れ合ったチヅ姉の肩はずっと震えていて……それがどうにも痛々しい。

「着いたよ」

　十分ほどで家に到着し、ひとまず玄関の中に入る。

　先に舞が帰ってきている気配はなく、家は不思議とがらんとしている気がした。

「……くしゅんっ！」

「！」

　不意にチヅ姉がくしゃみをした。

　やはり外に出ている間に体が冷えきってしまったようだ。

「もう一回お風呂入ろう」

「……」

　促してもチヅ姉は動こうとしないので、再び手を引いて風呂場へ連れて行く。

「濡れた服は洗濯機に入れておいて」

「……」

　チヅ姉は返事をくれない。

　それが少々不安だったが、俺が脱衣所にいては彼女が服を脱げないので出ていくことにする。

「じゃあ、俺は温かい飲み物用意しておくから」

　しかし、出ようとした俺の服の裾をチヅ姉が引っ張った。

「……チヅ姉？」

「……」

　チヅ姉は無言で首を横に振る。

「このままじゃ本当に風邪引くよ？」

「……ひとりじゃ入れない」

「え？」

「彰君……一緒に入って」

「!?」

　唐突なお願いに、俺は息を吞のむ。

　前に一度テストと言われて一緒に入ったことはあるが、あの時はシャワーだし、水着を着ていた。

　だが、今のチヅ姉はそんな段取りをさせてくれそうにない雰囲気がある。

　何なら俺がここで断ったら、風邪を引くのも構わず風呂に入らないと言い出しそうだ。

　それでもまずは説得して、ひとりで入るように促すべきだと思ったが。

「……」

　チヅ姉の縋すがるような目と、服の裾を摑む手が震えているのを見て、彼女を今ひとりにするわけにはいかないと思った。

「分かった」







　お風呂のお湯はまだ温かくて、追い炊きせずにすぐ入ることができた。

「……」

「……ッ」

　一般家庭の浴槽は、ふたりで入るにはさすがに狭かった。

　いくら手足を丸めても背中が当たってしまう。

　ほんの少し身み動じろぎする度にお湯が揺れ、浴槽の縁に当たってちゃぷんちゃぷんと波打つ。

　そんな狭いお風呂の中に彼女と一緒に入っていると思うと、今度は俺がのぼせて倒れそうだと思った。

「……」

　俺が緊張する一方、チヅ姉はずっと無言だった。

　けど何かを考えている様子だ。

　何か俺に話したいことがあるのは分かる。

　でも何て訊きくべきだ？

　上う手まい言葉が思いつかない。

「チヅ姉、髪でも洗おうか？」

　沈黙に耐えかねて、俺は間を持たせるためにそんなことを言った。

「……」

　チヅ姉は無言で湯船から出てバスチェアに座る。

　これは……洗ってってことか？

　俺も湯船から立ち上がり、チヅ姉の後ろへ回る。

「今日二回目だから軽く流すだけにするね」

　シャワーからお湯を出してチヅ姉の頭にかける。

　雨の汚れを流すつもりで、指で髪を梳すくように洗う。

　そのついでに少し頭部のマッサージをした。

　ちょっとでもチヅ姉の気持ちが和らいでくれるといいんだけど……。

「……彰君はさ」

　しばらくするとか細く震える声でチヅ姉が口を開いた。

「……怒ってないの？」

「怒る？」

「…………私がウソついてたこと」

「まあ少しは」

　でも、とすぐに続ける。
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「別に怒ってるって言っても一ミリくらいだよ。前にも言ったけど、俺は別にチヅ姉が小説を書かなくても変わらないから」

　チヅ姉が書きたくなったら書いて欲しい、ともう一度以前と同じことを彼女に伝える。

「けど私が小説書かなかったら、ただのダメニートだよ？」

「だから、俺はそれでも別にいいんだって」

　そうだから、何度も言うように俺は別に構わない。

　なんだったらチヅ姉のお世話をずっと続けてもいい。

　ただひとつだけ、彼女に願うことがあるとすれば──

「──けど、チヅ姉はずっと小説を書きたかったんじゃない？」

「……！」

　俺の言葉に、チヅ姉は言葉を失う。

「俺がこの家に来る前から、チヅ姉はずっと次の作品を書こうとしてたんでしょ？」

　そんなことはチヅ姉の部屋を掃除していればすぐに気がつく。

　パソコンの使い込まれたキーボード。

　机や床に乱雑に積み上げられていた資料の山。

　それは雷の夜に話をする前からあった物だし、そのことは叔母さんだって気づいていた。

「俺が小説家としてのチヅ姉を応援するのはそういう理由」

　それがチヅ姉のしたいことだから頑張って欲しいのだ。

　けど、それも決して絶対のことじゃない。

「頑張るのがしんどい時は休んでいいと思うし、辛ければ俺が支える。ただ俺はチヅ姉に自分を諦めないで欲しいんだ」

　自分を信じると書いて自信だが、自分を信じられなくなるのは本当に辛い。

　自分には何の価値もないと思えてくるし、何事にも無気力になる。

　そして、そうなる原因は日常のあちこちに転がっているのだ。

　たとえば、それは学校で同級生にいじめられた時とか。

　誰かに自分を否定されて、それを誰にも助けてもらえないと人の心は簡単に死ぬ。

　俺もチヅ姉や舞がいなかったら、もっと毎日をビクビクしながら過ごしていたかもしれないし、何かを頑張ろうと思えなくなっていたかもしれない。

　そうならずに済んだから、俺はあの頃の恩を返したいと思うのだ。

「……彰君っ！」

「チ、チヅ姉!?」

　いきなり振り返ったチヅ姉に抱きつかれ、そのまま浴室の床に押し倒された。

「うぐぅ、ひぐっうわぁぁぁん」

　チヅ姉はそのまま俺の胸に顔を埋うずめ、しばらくの間泣きじゃくり続けたのだった。





△






　その後家に戻ってきた舞にチヅ姉はウソをついていたことを謝罪した。

「別に、最初からそんなに怒ってないわ」

「そ、そうなの？」

「あのね、二年も書けなかった人が今更何週間か書けなくたって別にたいしたことじゃないでしょう？」

「うぐぅっ!?」

　おそらく照れ隠しのつもりだった舞の言葉にしっかりダメージを受けつつ、チヅ姉は改めて俺たちにお礼を言った。

「あのね……私、もう一度頑張ってみる。時間はかかるかもしれないけど、自分の書きたいものと向き合って、今の私に書けるものを書きたいの」

　チヅ姉の正直な気持ちを聞き、舞は小さく頷いた。

「そう。なら、応援してる」

「俺も」

　俺たちが口々にそう言うと、チヅ姉は笑顔を浮かべ、感極まったように一粒だけ涙をこぼした。

「ありがとう、ふたりとも」





エピローグ







　いよいよ夏本番が近づき、うだるような暑さが連日続くようになっていた。

「ただいまー」

　外から家に帰ると、心地よい冷気が玄関にまで漂ってきていた。

　一瞬その心地よさに浸りそうになるが、要するにリビングのドアを閉め忘れていることに気づいて心の中で頭を抱えた。

「彰あきら君おかえりー」

「ただいま。って、チヅ姉ねぇダメだよドア開けっぱなしじゃ」

「あっごめんごめん。ついうっかり」

「また叔母さんに電気代のことで怒られるよ？」

「うっ！」

　俺が注意すると、ソファでアイスを食べていたチヅ姉が途端に慌て始める。

「お願い彰君！　お母さんには黙ってて！」

「はいはい」

　両手を合わせて懇願するチヅ姉に苦笑し、俺は買い物袋を台所へ置きに行く。

「ところでチヅ姉、原稿は？」

　そこでふと思い出し、俺は台所から顔を覗のぞかせてリビングのチヅ姉に尋ねた。

　すると再びチヅ姉が「うっ！」と言う。

「ちゃんと進んでる？」

「……えー……その……」

　クーラーが効いているのにチヅ姉は額に冷や汗をダラダラ流し、視線を右往左往させている。

「もっ、もう彰君！　そんなデリケートなこといきなり聞いちゃダメなんだからね！」

「でもチヅ姉が時々聞いてくれって言ったんじゃない？」

　逆ギレでヘタなとぼけ方をするチヅ姉に俺はやんわりとツッコミを入れる。

「彰君も舞まいちゃんも私を甘やかしすぎ！」

　あれから決意を新たにしたチヅ姉は、ある日突然そう叫んだ。

「たまには厳しくしてもいいからね？　そっちの方が原稿も捗はかどるから」

「分かった」

　というわけで、時折こうして進捗を尋ねることにしたのだ。

「それでどうなの？」

「えっと、まだ登場人物の設定で悩んでて……」

「それ先週も聞いたよ」

「うぅぅ」

　チヅ姉はソファに沈み、呻うめき声を上げるだけになってしまう。

　まあでも少しずつだけど今は本当に書いているらしいので、特にこれ以上進み具合について追及するのはやめておこう。

「そういえば俺と舞の偽恋人の話は結局やめたんだよね？」

　別の話題に変えるついでに、俺は聞きたかったことを尋ねる。

「う、うん。協力してもらったふたりには悪いんだけど……」

「いや、それは俺も舞も気にしてないからいいんだけどさ」

　あれはあくまで参考になったら万々歳という話で、別にダメだったら仕方ないと思ってやっていたことだ。

「ちなみに何で没になったか理由はあるの？」

「それは……その、ふたりをモデルにした恋愛小説はちょっと……書いててモヤモヤしちゃって」

「モヤモヤ？」

「あっ!?　なな何でもないから！」

　チヅ姉は慌てたように両腕をブンブン振って誤魔化す。

　何がそんなにモヤモヤしたのか気になったが、話したくなさそうなので別の話題に変えることにした。

「じゃあ、今書こうとしてるお話はどんなの？」

「だからまだ設定に悩んでてー」

「決まってる部分だけでいいから」

「えっと……あるところに自堕落な男が住んでるんだけど、そこに面倒見のいい従い姉と妹この女の子が現れて、男を甘やかし始めるの」

「へぇー」

「男は生きる気力を失ってたんだけど、女の子のお陰で少しずつ目が醒さめていってー」

　チヅ姉は今できてる範囲のお話と設定を語る。

　今ある部分を聞いている限り、ジャンルは次も恋愛小説のようだった。

　少し意外ではあるが、チヅ姉がそれを書きたいならもちろん俺は構わない。

「……と、大体こんな感じ」

「そっか。聞かせてくれてありがとう、チヅ姉」

　俺がお礼を言うと、チヅ姉はジッとこちらの顔を見る。

「あ……彰君はこのお話どう思う？」

「え？　そうだなー……」

「率直な感想でいいからね！　忖そん度たくとか抜きで！」

　ソファから身を乗り出し、チヅ姉は何か期待するような目で俺を見つめてきた。

　俺はしばし考えてから口を開く。

「うーん、ヒロインの女の子が甲か斐い甲が斐いしすぎるというか、男の世話を焼きすぎじゃない？」

「…………彰君がそれ言う!?」

「え？」

「そんなこと言ってると、この男と女の子がハッピーエンドにならないよ！　それでいいの!?」

　率直にと言われたので素直に思ったことを述べたのだが、なぜか物もの凄すごく理不尽に怒られた。

「えっと……ハッピーエンドになった方がいい、かな？」

「うんうん。それでいいの」

　チヅ姉は笑顔で頷うなずくと、食べ終わったアイスの棒を捨てて台所の方へやってくる。

「今日の晩ご飯は何？」

「ブリ照り」

「やった！　ブリ照り大好きー」

「知ってる」

　ブリ大根も好きだし、チヅ姉は魚の中でブリが一番好きなようだ。

「彰君がずっと私と一緒にいてくれたら、ハッピーエンドも早く書けそう」

　チヅ姉は晩ご飯の支度を横で眺めながら呟つぶやく。

　その言葉の意味はよく分からなかったが……とりあえず、今目の前の彼女を幸せにするために、俺は人生で最高のブリ照りを作るのに取りかかるのだった。





─了─
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あとがき







　拙作『初恋のお姉さんを今度養うことになりまして』をここまで読んでいただき誠にありがとうございます。

　なめこ印じるしです。







　だらしなくシャツ一枚だけ着て「ふえぇ～」してるお姉さん……いいですよね。庇護欲をそそられますよね？　朝起こしに行って抱き枕にされたいですよね？　転んだお姉さんに押し潰されたいですよね？　一緒にお風呂入って体洗ってあげたいですよね？

　今回はそんな欲望全開で楽しく書かせていただきました。

　是非みなさんとも「美人のお姉さん甘やかしたい！」を共有できたら最高です！







　ここからは謝辞を。

　この本を出すのにご尽力いただいた担当編集の庄しょう司じ様。作品執筆中も的確なアドバイスをいただき、ありがとうございました。おっかなびっくり書いてる私をいつも支えていただき感謝してもしたりません！

　素敵なイラストを描いていただいたイラストレーターの小こ森もりくづゆ様。最高のお姉さんイラストをありがとうございます！　妹の舞まいもそうですが、各キャラクターが原稿のイメージ通りで、キャラデザをいただく度にワクワクしていました。個人的に特にお気に入りなのは表紙で、このチヅ姉ねぇがリビングで「ふえぇ～」と言ってる情景がイメージできて最高でした！

　また講談社ラノベ文庫の編集部の皆様、表紙やタイトルロゴを作っていただいたデザイナー様、各書店を回ってくださった営業様、本を書店に卸してくださった流通様、各書店で働く書店員の皆様、お陰様でこの度も拙作を読者の皆様にお届けすることができました。誠にありがとうございます。

　そして、この本を最後まで読んでくださった読者の皆様にも最大級の感謝を。

　今後とも本作を末永くよろしくお願い致します。

　それでは。


２０２１年12月某日　なめこ印







『初恋のお姉さんを今度養うことになりまして』

電子版特典書き下ろしショートストーリー

「お姉ちゃんのプリン」





「プリンを作りたい？」

「うん」

「いいよ、おやつの時間までに作っておくから」

「あっいや、違くて」

「？」

　俺が首を傾げると、チヅ姉は指と指をもじもじさせる。

「じ……自分で作ろうかなって」

「チヅ姉が？」

「う、うん！」

　チヅ姉がこんな頼み事をするなんて珍しい。

「分かった。材料買いに行くから、何か希望はある？」

「えーっと、あっ！　生クリーム載せたい！」

　それからスーパーでプリンと生クリームの材料を買ってきた。

「とりあえずエプロンは叔母さんのつけて」

「うん」

　チヅ姉のエプロン姿は意外と似合っていた。

　いや、チヅ姉は何着ても似合うけど。

　ていうか……。

「どうしたの？」

「……何でもないよ」

　エプロンでシャツの丈が隠れるせいで、正面からだとなんだか下に何も穿いてないように見えるなこれ。

「よしっ、それじゃあ始めよっか」

　俺は変な妄想を振り払い、チヅ姉にプリン作りの指導を開始する。

　といっても、シンプルなお菓子作りはとにかく分量が命だ。

　そこさえ俺がしっかり見ていれば、少なくとも変な出来上がりにはならないはずだ。

「カップには先にカラメルソースを入れて、次にプリンの素を入れて……そうそう、あとは一時間冷やすだけだね」

「やった！」

「じゃあ次は生クリームだね」

　カップに入れてラップしたプリンを冷蔵庫に入れ、次はチヅ姉リクエストの生クリーム作りに取りかかる。

「ほら、もっと頑張って混ぜて混ぜて」

「腕が死ぬぅ～」

　ボウルと泡立て器で生クリームを混ぜながらチヅ姉が悲鳴を上げる。

「キャッ！」

「チヅ姉!?」

「あーん、生クリームがかかっちゃったー」

「～～～」

　途中、チヅ姉が生クリーム塗れになるハプニングもありつつ、大体二十分ほどで生クリームに角が立つまで混ぜ終わった。

「ひぃー、ひぃー、疲れた～」

「お疲れ様」

　混ぜた生クリームも冷蔵庫に入れて冷やす。

「あ～気持ちい～」

　両方ができあがるまでの間、俺はチヅ姉の二の腕をマッサージし、両腕が終わった頃にはちょうどプリンを入れて一時間が経っていた。

「うん。生クリームの方もちょうどいいくらいだね」

　俺は冷蔵庫からプリンを取り出し、浅めのお皿をふたつ用意する。

「じゃあ、はい。チヅ姉、最後飾り付け」

「うん……！」

　チヅ姉はカップを逆さまにして、お皿の上にプリンを慎重に落とす。

　お皿に落ちたプリンは文字通りプリンプリンと揺れ、つやつやのカラメルソースが見る者の目を楽しませた。

「わー！　ちゃんとできてるよ彰君！」

「うん。綺麗にできたね」

「よし、それじゃあとは……」

　チヅ姉は生クリームを絞り袋に入れ、プリンの上やお皿の周りに絞っていく。

　そして、ついにチヅ姉がはじめて作ったプリンが完成した。

「や、やったー！」

「おめでとー」

　チヅ姉が喜んでくれて俺の嬉しい。

「早速食べてみなよ」

「うん！」

　チヅ姉はスプーンでプリンをすくう──と、なぜかそれを俺の前に差し出してきた。

「はい、彰君あーん」

「え？　俺からでいいの？」

「もちろん。日頃のお礼に、彰君においしい物作ってあげたかったんだもん」

「じゃ、じゃあ……」

　思わぬサプライズに驚きながら、俺はチヅ姉にあーんされながらプリンをぱくり。

　普段と同じ材料なのに、今日のプリンはいつもの何倍もおいしかった。
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本作品は、二〇二二年一月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。
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